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Ⅰ 基本的事項
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１ 背景
平成25年6⽉14⽇に閣議決定された「⽇本再興戦略」において、「全ての健康保険

組合に対し、レセプト等のデータの分析、それに基づく加⼊者の健康保持増進のための事
業計画として「データヘルス計画」の作成・公表、事業実施、評価等の取組を求めるととも
に、市町村国保が同様の取組を⾏うことを推進する。」とされました。

平成26年3⽉、国⺠健康保険法に基づく保健事業の実施等に関する指針（国指
針）の⼀部を改正する等により、健康・医療情報を活⽤してPDCAサイクルに沿った効果
的かつ効率的な保健事業の実施を図るための保健事業の実施計画（データヘルス計
画） を策定した上で、保健事業の実施・評価・改善等を⾏うものとされました。
令和2年7⽉に「経済財政運営と改⾰の基本⽅針2020(⾻太⽅針2020)」において、

保険者のデータヘルス計画の標準化等の取組の推進が掲げられました。今般、これらの
経緯も踏まえ「第3期別府市データヘルス計画」を策定しました。
２ ⽬的
別府市の関係課及び関係機関はこの計画に基づき、市⺠のため「⽣活習慣病発症予

防および重症化予防を図り、医療費適正化を⽬指す」ことを最⼤⽬標として、密に連携
を図りながら効率的かつ効果的な保健事業等を実施することを⽬的とします。

背景と⽬的

計
画
भ
趣
旨

１ 別府市総合計画における位置づけ
本計画は、第4次別府市総合計画における下記政策を基本とし策定いたします。

２ 健康及び福祉関連計画における位置づけ
健康及び福祉関連計画においては、2021年3⽉に策定された健康増進計画及び⾷

育推進計画である「湯のまち別府健康21」と事業の整合性を図りながら、国保被保険
者を対象とします。また、2024年3⽉策定予定「別府市第9期⾼齢者福祉計画・第9
期介護保険事業計画」や、協会けんぽ、後期⾼齢者医療など他の医療保険者のデータ
ヘルス計画、さらには特定健診等実施計画と連携を図りながら実施することとします。

計画の
位置づけ

令和6年度〜令和11年度計 画 期 間

健康推進課が主体となり、国保担当課、介護保険担当課と連携してすすめます。庁内
組織実

施
体
制
؞

関
係
者
連
携

本計画の策定及び保健事業の運営においては、地域の関係機関として、別府市医師
会・別府市⻭科医師会・別府市薬剤師会等、そのほか地域の関係団体との連携により
すすめます。

地域の
関係機関

第3期別府市データヘルス計画
Ⅰ 基本的事項

めざす姿施策政策

・市⺠が⾃らの状況に応じた健康づくりにより、健康な体とこころを
維持している。
・体を動かす習慣づくりを普及する機会や医療体制などが整備さ
れている。

2-1
【健康】

健康・
福祉

住みなれた地域でそれぞれの違いや個性を認め合いながら、⾃
助・互助・共助・公助による地域共⽣社会が築かれている。

2-2
【福祉】
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（１）基本情報

（令和5年12⽉末時点）被保険者等に関する基本情報⼈⼝・被保険者

⼥ 性男 性全 体

割合（％）⼈割合（％）⼈割合（％）⼈

60,97851,923112,901⼈ ⼝

10012,41810010,77710023,195国 保 加 ⼊ 者 数

283,492343,636317,1280〜39歳

283,485303,273296,75840〜64歳

445,441363,868409,30965〜74歳

52.148.850.6平均年齢
（歳）

計画の実効性を⾼めるために協⼒・連携する地域関係機関の情報地域の関係機関

連携先・連携内容

別府市医師会・別府市⻭科医師会・別府市薬剤師会等と、本市の健康課題を共有し、計
画策定の段階から意⾒交換を⾏います。また、保健事業の実施にあたっては、別府市医師
会・別府市⻭科医師会・別府市薬剤師会等と連携して実施します。

保健医療関係団体

計画の策定⽀援や個別の保健事業の実施⽀援を受けます。⼤分県国保連合会

⾼齢者の保健事業と介護予防等の⼀体的実施事業において連携して実施します。後期⾼齢者医療
広域連合

⾃治会、商⼯会、⺠間企業と連携して実施します。その他
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（２）現状の整理
令和5年度12⽉末時点の被保険者は23,195⼈であり、令和1年度12⽉末時点の

26,155⼈から2,960⼈減少しています。
被保険者数

の推移保
険
者
भ
特
性

年齢別被保険者数の構成⽐としては、1番多いのが、男⼥ともに70-74歳、2番⽬に65-
69歳、3番⽬に20-24歳となっており、20〜24歳が多いことが別府市の特徴です。

年齢別被保
険者構成割

合

国保加⼊率は後期⾼齢者の⼈⼝割合が多くなっていることから、減少しており、平成30年
度23.6％から令和4年度21.6％と2.0％減少しています。その他

2期計画についてKDB等から得たデータや取組状況等を総合的に検証評価した結果、「特
定保健指導対象者の減少率」「重症化予防年間介⼊率」といった達成できた指標もありまし
たが、「特定健診受診率」「特定保健指導実施率」「糖尿病の有病率」「⽣活習慣病の標
準化死亡⽐」「介護認定率」といった未達成の指標も確認でき、課題となる指標が明確とな
りました。

2期計画では、以下5つの重点施策を定め、個別事業を実施いたしました。

１ 健診（検診）の受診率向上
特定健診とがん検診を同時に実施している集団健診と市内健診センターでの受診率は、コ

ロナ前まで回復していることから、健診体制の取組が効果をもたらしていると考えられますが、
個別医療機関での受診率が低下していることから、医療機関等関係機関との連携を図る必
要があります。

２ 保健指導の充実
⾼⾎圧や糖尿病などの⽣活習慣病は、適切な⾷事や運動などが発症および重症化の予

防につながり、慢性腎臓病等の合併症の回避にも⼤きな影響を及ぼすため、保健指導は
「健康寿命の延伸」という⼤⽬標はもとより、重症化予防や対象者の⾏動変容、医療費の
適正化など市が抱える具体的な課題に⼤きく影響を与える事業です。今後は限られた⼈的
資源の中、国がすすめる糖尿病性腎症重症化予防・特定保健指導を推し進めながら、保
健指導の対象とそのあり⽅について検討が必要です。

３ 減塩（うま塩）の普及啓発
必要な⼈に啓発が届いておらず、第2期での取組とは別の⽅法、対象者の選定等を考慮し

た取組が必要であると考えられます。

４ 運動習慣の定着
ノルディックウォークの推奨を⾏い、ノルディックウォークに取り組む⼈や団体が増加し、全市的

にノルディックウォークを推奨できる⼟台が完成しました。また、介護予防の取組である「週1元
気アップ体操」や、「ゆったりストレッチ教室」の参加者数も増えていることから、運動習慣が定
着できている市⺠が増えてきていると推察されます。

５ 住⺠組織の育成
コロナの影響もあり積極的な育成ができず、また、介護予防活動の中⽌を余儀なくされまし

た。本取組が医療費の抑制や⽣活習慣の改善につながったか、評価は困難でした。

第3期計画では上記評価を踏まえ、健診受診をすすめることに重点を置き、⽣活習慣病の
早期発⾒・重症化予防に努める必要があります。

前期計画等に
係る考察
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Ⅱ 健康・医療情報等の分析と課題
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Ⅱ 健康・医療情報等の分析と課題
対
応
する
健
康
課
題
No.

参照
データ健康・医療情報等のデータ分析から⾒えた内容分類

J
(1)図表1
(2)図表2
(3)図表3
(4)図表3

(1)男⼥ともに平均寿命、平均⾃⽴期間は、県より短くなっていました。
(2)平均⾃⽴期間と平均余命の差は、男性は県と同⽔準、⼥性は県より
短い状況でした。
(3)死因割合において、「がん」「糖尿病」「⾃殺」は県、全国と⽐較して低
いですが、「⼼臓病」「脳疾患」「腎不全」等の重症化疾患では県、全国よ
り⾼くなっていました。
(4)平成30年度から令和4年度の死因割合の推移は、「脳疾患」「⼼臓
病」が増加していました。

平均寿命・
平均⾃⽴期間・
標準化死亡⽐

等

I
・
J
・
K

(1)図表4
(2)図表4,5
(3)図表６
(4)図表7
(5)図表8

(1)総医療費は約96.1億円で平成30年度と⽐較して、約6.2億円減少
していました。
(2)被保険者１⼈当たり医療費は、⼊院、⼊院外いずれも増加しており、
⼊院では、県、全国より⾼い状況でした。
(3)受診率は⾼齢になるにつれて⾼くなる傾向でした。県、全国と⽐較する
と男性は40-44歳、45-49歳、55-59歳、70-74歳で⾼く、⼥性は65-
69歳以外で⾼くなっています。
(4)被保険者1⼈当たり医療費は55-59歳以降、年齢が上がるほど増加
傾向で、70-74歳が最も⾼い状況でした。
(5)医療費の3要素は、平成30年度⽐較で、受診率（1⼈当たりレセプト
件数）と1件当たり⽇数は減少、1⽇当たり医療費は増加していました。

医療費の
ボリューム

（経年⽐較・
性年齢階級別

等）

医
療
費
भ
分
析 I

・
J
・
K

(1)図表9
(2)図表10
(3)図表11
(4)図表12
(5)図表12
(6)図表13
(7)図表14
(8)図表15,16
(9)図表17
(10)図表18

(1)医療費の割合は、「新⽣物」「循環器系」「精神」「神経系」「筋⾻格
系」の順に⾼く、医療費の割合は上位5疾患で55.2％を占め、県、全国よ
り低くなっています。上位5疾患では、「精神」「神経系」「筋⾻格系」の医療
費の割合が県、全国より⾼くなっていました。
(2)年齢階層別の医療費は、0-30歳までの若年層で「呼吸器系」、50歳
以上で「新⽣物」「循環器系」「腎尿路系」の医療費が⾼い割合となってい
ます。また「精神」の医療費は、30歳から59歳の割合が⾼くなっています。
(3)「筋⾻格系」の１⼈当たり医療費は県、全国より⾼く、特に⼊院は県、
全国より⾼くなっています。
(4)「腎不全」の医療費は平成30年度以降減少傾向ですが、中分類の
中では、常に1位となっていました。
(5)「⾻折」の医療費は、約2.1億円で中分類130疾患のうち11位となっ
ており、他⾃治体と⽐較して上位に位置しています。
(6)中分類1⼈当たり医療費は、「その他神経系」「気分障害」「その他の
呼吸器系」が県、全国より⾼くなっていました。
(7)⽣活習慣病関連疾患の医療費は、全体の50.9%を占めていました。
(8)「狭⼼症」「脳梗塞」の1⼈当たり医療費は⼊院で県、全国と⽐較して
⾼い状況でした。
(9)「⼼筋梗塞」の1⼈当たり医療費は⼊院、⼊院外で県、全国と⽐較し
て⾼い状況でした。
(10)細⼩分類医療費の⼊院では２位に「⾻折」約1.9億円、４位に「関
節疾患」約1.8億円とロコモティブシンドローム関連疾患が上位になっていま
した。

疾病分類別の
医療費
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Ⅱ 健康・医療情報等の分析と課題
対
応
する
健
康
課
題
No.

参照
データ健康・医療情報等のデータ分析から⾒えた内容分類

-(1)図表19(1)後発医薬品の使⽤割合は76.8％と、国の⽬標値である80％を下
回っていました。

後発医薬品の
使⽤割合

医
療
費
भ
分
析 L(1)図表20

(1)重複多剤処⽅の状況は、6剤以上処⽅者が3,619⼈で全体の
14.8％、10剤以上では1,247⼈で全体の5.1％、15剤以上では293⼈
で全体の1.2％となっていました。

重複・頻回受診
重複服薬者

割合

A
・
B

(1)図表21
(2)図表22
(3)図表23,64
(4)図表24

(1)特定健診受診率は37.7％と、令和2年度の新型コロナウイルスの影
響からは、回復しているもののそれ以前の⽔準には戻っておらず、県より低く
なっていました。
(2)年齢階層が上がるにつれて健診受診率は上がっていますが、男性70-
74歳以外、どの年齢層でも県よりも低くなっていました。
(3)個別医療機関での受診者は減少傾向で、治療中の健診未受診者が
多い状況でした。
(4)特定保健指導実施率は、33.7％と令和1年度と⽐較すると減少傾
向で、令和1年度から令和4年度では20.7％減と⼤幅に減少しています。

特定健康診査・
特定保健指導
の実施状況

特
定
健
康
診
査
؞
特
定
保
健
指
導
भ
分
析

E
・
F
・
G

(1)図25,26
(2)図表27
(3)図表28
(4)図表29,30
(5)図表33,34
(6)図表
31,32,35,36
(7)図表
31,32,37,38
(8)図表
31,32,39〜42
(9)図表43,44
(10)
図表
31,32,45,46
(11)
図表
31,32,47,48
(12)
図表
31,32,49,50

(1)メタボ該当者及び予備群の減少率は、令和1年度から令和4年度で
県の減少率を上回っていました。
(2)男性の40〜64歳の令和4年度メタボ該当者割合は、県と⽐較し、該
当者割合が⾼くなっていました。
(3)男性のメタボ該当者割合は平成30年度から令和4年度で増加傾向
でした。
(4)メタボ予備群該当者割合は県より低くなっていました。
(5)⾼⾎圧症有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移して
います。
(6)収縮期⾎圧160以上の該当者割合は県より⾼く、特に男性は県より
⾼い状況でした。
(7)脂質異常症有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移
していました。
(8)LDL140以上、160以上の該当者割合は平成30年度から令和4年
度で減少傾向ですが、常に県より⾼い状況でした。
(9)糖尿病有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移してい
ました。
(10)HbA1c6.5以上該当者割合は、平成30年度から令和2年度までは、
県より⾼く、令和3年度以降は県より低くなっていました。
(11)HbA1c8.0以上該当者割合は、平成30年度以降、県と同等⼜は
⾼くなっていました。
(12)HbA1c6.5以上のうち糖尿病の治療を受けている者の該当者割合
は、平成30年度以降常に県の該当者割合より低い状況でした。

特定健診
結果の状況

（有所⾒率・健
康状態）
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対
応
する
健
康
課
題
No.

参照
データ健康・医療情報等のデータ分析から⾒えた内容分類

C
・
D

(1)
図表51〜55
(2)
図表51〜53
(3)
図表51,54,55
(4)図表56
(5)図表57,58
(6)図表59,60
(7)
図表61〜63
(8)図表61
(9)図表61

(1)⾷習慣の質問票回答を県と⽐較すると、男⼥ともに「⼈と⽐べて⾷べる
速度が速い」「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」「週3回以上就寝前2時
間以内に⼣⾷をとる」と回答した割合が⾼い状況でした。
(2)⾷習慣の質問票回答のうち、平成30年度から令和4年度の経年でみ
ると、「⼣⾷後に間⾷をとることが毎⽇ある」「朝⾷を抜くことが週に3回以上
ある」と回答した割合が増えていました。
(3)「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」「⼈と⽐べて⾷べる速度が速い」と
回答した割合は⼥性よりも男性の⽅が⾼くなっていました。
(4)運動習慣の質問票回答のうち、平成30年度から令和4年度の経年で
みると、⼥性の「ほぼ同じ年齢の同性と⽐較して歩く速度が速い」、⼥性の
「1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2⽇以上、1年以上実施」と回答し
た割合が減少していました。
(5)「⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を1⽇1時間以上実
施」と回答した割合は、平成30年度以降常に県より低く、性別、年齢別に
みても低い状況でした。
(6)「1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2⽇以上、1年以上実施してい
る⼈」の該当者割合は、平成30年度は県と同等でしたが、令和4年度は
減少しており、県より低くなっていました。
(7)「現在、たばこを習慣的に吸っている」と回答した者の割合は男性、⼥
性、全体すべてで県、全国より⾼く、平成30年度以降常に県より⾼い状
況でした。
(8)「お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度_毎⽇」と回答し
た⼥性の割合は県、全国と⽐較して⾼く、全体でも県より⾼い状況でした。
(9)「飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量_3合以上」「睡眠で休養が⼗分とれて
いる_いいえ」と回答した者の割合は男性、⼥性、全体すべてで県、全国よ
り⾼い状況でした。

質問票
調査の状況

（⽣活習慣）

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
分
析

A
(1)図表64
(2)図表64
(3)図表64

(1)健診受診者のうち医療受診がある⼈は5,043⼈・34.3％でした。
(2)健診未受診かつ医療機関での医療受診がある⼈は7,015⼈・
47.8％でした。そのうち、⽣活習慣病がある⼈は4,364⼈で、健診未受
診かつ医療受診がある⼈のうち62.2％でした。
(3)健診未受診かつ医療機関での医療未受診の⼈（健康状態不明
者）は2,147名・14.6％でした。

レセプト・
健診結果等を

組み合わせた分析

Ⅱ 健康・医療情報等の分析と課題
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Ⅱ 健康・医療情報等の分析と課題

対
応
する
健
康
課
題

No.

参照
データ健康・医療情報等のデータ分析から⾒えた内容分類

J
・
K

(1)図表65
(2)図表65
(3)図表66
(4)図表66
(5)図表67
(6)図表67
(7)図表68

(1)介護給付費は約119.1億円と年々増加傾向で、居宅と施設の割合
はおよそ2︓1でした。
(2)1⼈当たり介護給付費は居宅では県、全国と⽐較して⾼く、施設では
県、全国より低くなってました。
(3)1号認定率は18.4%と、県、全国と⽐較して低い状況でした。
(4)介護認定者は7,344⼈で増加していました。
(5)介護認定者の有病状況は「⼼臓病」、「筋・⾻格」、「⾼⾎圧症」、「精
神」の順で⾼くなっていました。
(6)レセプト1件当たりの医療費は、「認定あり」と「認定なし」で2倍以上の
差がありました。
(7)要介護新規認定者の原因疾患別⼈数は、「⾼⾎圧疾患」「関節疾
患」「認知症（⽼⼈性）」の順に多くなっていました。また「⾼⾎圧疾患」
「脳⾎管疾患」「⼼疾患」の⽣活習慣病関連が原因疾患となっている⼈が
増加傾向にありました。

介護費関係の分析

I

(1)図表69,70
(2)図表70
(3)図表71
(4)図表11,72
(5)図表73

(1)新規⼈⼯透析患者数は平成30年度以降増減はありますが、平成30
年度14⼈に対して、令和4年度は19⼈と増加傾向です。
(2)透析1件当たり医療費の経年推移はおおむね横ばいですが、県、全国
より⾼くなっています。患者千⼈当たり透析患者数は横ばいですが、全国よ
りも多い傾向です。
(3)⼈⼯透析患者の他疾病有病状況は、⾼⾎圧症、糖尿病、脂質異常
症等の基礎疾病が⾼い割合となっています。年齢階層別の⼈⼯透析患者
割合は、男性は、55〜59歳、65〜69歳、⼥性は55〜59歳がピークと
なっています。
(4)「新⽣物」の1⼈当たり医療費は県、全国より低い状況です。総医療費
を種類別にみると「肺がん」「乳がん」「⼤腸がん」の順に⾼くなっています。
(5)令和3年度のがん検診受診率は、「肺がん」、「胃がん」、「⼤腸がん」が
県、全国より低い状況でした。特に「胃がん」、「⼤腸がん」は、平成30年度
以降減少傾向にあります。「乳がん」、「⼦宮頸がん」は県、全国より受診率
が⾼く、特に乳がんは平成30年度以降増加傾向にあります。

その他

9



Ⅲ 計画全体
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対応する
保健事業

番号
優先する
健康課題健康課題

11特定健診の受診率が低いA

22特定保健指導の実施率が低いB

1，2，
3，43不健康な⽣活習慣の者が多い（⾷事・運動）C

1，2，
3，43不健康な⽣活習慣の者が多い（飲酒・喫煙・睡眠）D

1，2，
3，44メタボ該当者が多く、特に男性の若年層の該当者が多いE

1，2，
3，45収縮期⾎圧が⾼値の者が多いF

1，2，
3，45LDLが⾼値の者が多いG

1，2，
3，45HbA1cが⾼値の者が多く、HbA1c有所⾒者でも糖尿病の治療を受け

ている者が少ないH

1，2，
3，46新規⼈⼯透析患者数が増加しているI

1，2，
3，46⽣活習慣病重症化疾患が多いJ

57筋⾻格系疾患、ロコモティブシンドローム関連疾患が多いK

68重複・多剤服薬者が多いL

Ⅲ 計画全体（分析結果に基づく課題の抽出）
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⽣活習慣病発症予防および重症化予防を図り、医療費適正化を⽬指す計画全体の⽬的

⽬標値 ※（）内は実績年度計画
策定時
実績

指標の
定義

計画全体の
評価指標計画全体の⽬標 2029

（R11 )
2028

（R10 )
2027
（R9 )

2026
（R8 )

2025
（R7 )

2024
（R6 )

60.0
(R10)

55.7
(R9)

51.2
(R8)

46.7
(R7)

42.2
(R6)

37.7
(R5)

37.7
(R4)

法定
報告特定健診受診率特定健診

受診率の向上ⅰ

60.0
(R10)

54.9
(R9)

49.6
(R8)

44.3
(R7)

39.0
(R6)

33.7
(R5)

33.7
(R4)

法定
報告

特定保健指導
実施率

⽣活習慣を
改善する

ⅱ

15.4
(R10)

15.4
(R9)

15.4
(R8)

15.4
(R7)

15.4
(R6)

15.4
(R5)

15.4
(R4)

県
共通
指標

メタボ該当者及び
予備群の減少率ⅲ

9.8
(R10)

9.8
(R9)

9.8
(R8)

9.8
(R7)

9.8
(R6)

9.8
(R5)

9.8
(R4)

県
共通
指標

HbA1c6.5％
以上の者の割合

⽣活習慣病の
重症化を予防する

ⅳ

14
(R10)

15
(R9)

16
(R8)

17
(R7)

18
(R6)

19
(R5)

19
(R4)

県
共通
指標

新規⼈⼯透析
患者数ⅴ

4.05
(R10)

4.05
(R9)

4.05
(R8)

4.05
(R7)

4.05
(R6)

4.05
(R5)

4.05
(R4)KDB脳⾎管疾患

有病率ⅵ

60.0
(R10)

58.0
(R9)

55.9
(R8)

53.8
(R7)

51.7
(R6)

49.6
(R5)

49.6
(R4)

県
共通
指標

⽇常⽣活において
歩⾏⼜は同等の⾝体
活動を１⽇１時間以
上実施する⼈の割合

⾻折を予防するⅶ

重点・
優先度事業名事業分類事業

番号

重点特定健診等の受診率向上特定健康診査1

重点メタボリックシンドローム対策特定保健指導2

重点糖尿病性腎症重症化予防重症化予防
（受診勧奨・保健指導）3

重点⽣活習慣病重症化予防重症化予防
（受診勧奨・保健指導）4

ロコモティブシンドローム対策その他5

重複・多剤服薬者への服薬指導重複・頻回受診、
重複服薬者対策6

Ⅲ 計画全体
（データヘルス計画（保健事業全体）の⽬的、⽬標、⽬標を達成するための戦略）
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参考情報健康課題

特定健診受診率は、令和4年度37.7％と令和2年度34.6%の新型コロナウイルスの影響
からは、回復しているもののそれ以前の⽔準である平成30年度42.8％には戻っておらず、県
39.7％と⽐較しても2.0％低くなっていた。

その中でも、個別医療機関での受診率が平成30年度26.2％、令和4年度20.8％と
5.4％減少しており、治療中の⼈の健診未受診者が多いと考えられる。

また、令和4年度時点で、健診未受診かつ医療機関での治療のない⼈（健康状態不明
者）が2,147名・14.6％で、県の13.8％と⽐較すると0.8％⾼い。

特定健診の
受診率が低いA

特定保健指導実施率は、令和4年度33.7％と令和1年度の54.4％と⽐較すると減少傾
向で、令和1年度から令和4年度では20.7％減と⼤幅に減少していた。

特定保健指導の
実施率が低いB

(1)週3回以上就寝前2時間以内に⼣⾷をとる⼈
⼤分県共通指標より、令和4年度の該当者割合は14.6％と、県12.6％より2.0⾼く、平

成30年度以降全体、男⼥すべてで常に県より⾼い状況でした。
(2)⼈と⽐べて⾷べる速度が速い⼈
⼤分県共通指標より、令和4年度の該当者割合は29.1％と、県28.4％より0.7%⾼く、

平成30年度以降常に県より⾼い状況である。
(3)週3回以上朝⾷を抜く⼈
KDBより、令和4年度の該当者割合は13.5％と、県9.4％より4.1％⾼く、全国10.4％よ

り3.1％⾼い。
(4)1⽇1時間以上運動する⼈
⼤分県共通指標より、令和4年度の該当者割合は49.6％と、県60.0％より10.4％低く、

平成30年度以降全体、男⼥ともに常に県より低い状況でした。

不健康な⽣活習慣
の者が多い
（⾷事・運動）

C

(1)喫煙習慣がある⼈
⼤分県共通指標より、令和4年度の該当者割合は13.8％と、県11.8％より2.0％⾼い。
性別で⾒ると、男性23.9％、⼥性7.3％と、男性は県21.8％より 2.1％⾼く、⼥性は県

4.4％より 2.9％⾼い。
(2)毎⽇飲酒をする⼈
KDBより、令和4年度の該当者割合は24.8％と県24.0％より0.8％⾼い。

特に、⼥性の割合は13.5％と県10.1％より3.4％⾼く、全国12.0％と⽐較して1.5％⾼い。
(3)3合以上の飲酒をする⼈
KDBより、令和4年度の該当者割合は4.0％と、県2.1％より1.9％⾼い。
性別で⾒ると、男性5.5％、⼥性2.3％と、男性は県3.5％より2.0％⾼く、全国4.7％より

0.8％⾼い。⼥性は県0.7％より1.6％⾼く、全国0.9％より1.4％⾼い。
(4)睡眠で休息が⼗分に取れていない⼈
KDBより、令和4年度の該当者割合は27.4％と、県23.6％より3.8％⾼い。
性別で⾒ると、男性24.6％、⼥性29.2％と、男性は県21.1％より 3.5％⾼く、全国

23.7％より0.9％⾼い。⼥性は県25.4％より3.8％⾼く、全国27.1％より2.1％⾼い。

不健康な⽣活習慣
の者が多い
（喫煙・飲酒・睡
眠）

D

Ⅲ 計画全体参考資料①
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参考情報健康課題

メタボ該当者及び予備群の減少率は、令和1年度以降、県の減少率を上回っており、令和
4年度の減少率では県13.3％に対し、15.4％の減少率と2.1％上回った。
平成30年度の県男性のメタボ該当者割合を100とした場合、別府市の男性メタボ該当者

標準化⽐は常に100を上回り、令和4年度122.6と平成30年度115.1と⽐較して7.5増
加している。
令和4年度の男性の40〜64歳の令和4年度メタボ該当者割合は30.5％となっており、県

25.6％と⽐較し、該当者割合が4.9％⾼い。

メタボ該当者が多く、
特に男性の若年層
の該当者が多い

E

⾼⾎圧症の令和4年度の有病率は20.2％であり、県23.9％より3.7％低く、平成30年
度以降、県の有病率より低く推移している。
⼀⽅で令和4年度の収縮期⾎圧160以上該当者割合は5.1％と県4.8％より0.3％⾼い。

特に男性の該当者割合は、平成30年度以降どの年度でも県より⾼い。
平成30年度以降、収縮期⾎圧160以上の該当者割合は増加傾向であったが、令和2年

度以降減少している。しかし平成30年度以降どの年度でも県より⾼い状況にある。

収縮期⾎圧が
⾼値の者が多いF

脂質異常症の令和4年度の有病率は17.3％であり、県21.0％より3.7％低く、平成30
年度以降、県の有病率より低く推移している。
⼀⽅でLDL有所⾒者割合は男⼥ともに県より⾼い状況である。
LDL140以上の令和4年度の該当者割合は28.4％と、県の25.6％より2.8％⾼い。
性別で⾒ると、男性は24.9％で県21.6％より3.3％⾼く、⼥性は30.7％で県28.5％より

2.2％⾼い。
LDL160以上の令和4年度の該当者割合は12.2％と、県の10.2％より2.0％⾼い。
性別で⾒ると、男性は10.8％で県8.2％より2.6％⾼く、⼥性は13.1％で県11.7％より

1.4％⾼い。
平成30年度からの推移でみると、LDL140以上、LDL160以上ともに減少傾向であるが、

全体、性別にみても、県より⾼い状況にある。

LDLが⾼値の者が
多いG

糖尿病の令和4年度の有病率は10.6％であり、県13.2％より2.6％低く、平成30年度
以降、県の有病率より低く推移している。
⼀⽅でHbA1c8.0以上の令和4年度の該当者割合は1.2％と、県1.1％より0.1％⾼い。
平成30年度の県のHbA1c8.0以上該当者割合を100とした場合、別府市の令和4年度

のHbA1c8.0以上該当者標準化⽐は101.2で県の標準化⽐96.0より5.2⾼く、年度に
よって増減はあるものの、常に県の標準化⽐より⾼い。
HbA1c6.5％以上の者で糖尿病の治療を受けている者の割合は、令和4年度で81.3％

であり、県84.9％より3.6％低い。
また、⼊院外での医療費上位疾患（細⼩分類）では、糖尿病が約3.6億円と最も⾼い。

HbA1cが⾼値の者
が多く、HbA1c有
所⾒者でも糖尿病
の治療を受けている
者が少ない

H

Ⅲ 計画全体参考資料②
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Ⅲ 計画全体参考資料③
参考情報健康課題

新規⼈⼯透析患者数は平成30年度以降増減はあるものの平成30年度14⼈であったの
に対して、令和4年度は19⼈と増加傾向である。
※新規⼈⼯透析患者数
H30︓14⼈ R1︓9⼈ R2︓21⼈ R3︓22⼈ R4︓19⼈
患者千⼈当たり透析患者数は、ほぼ横ばい傾向で県より低く推移しているが、令和4年度

7.9⼈と全国の6.4⼈よりも1.5⼈多くなっている。
中分類での1⼈当たり医療費は25,419円で腎不全が最も⾼い。

新規⼈⼯透析患者
数が増加しているI

(1)1⼈当たり医療費
①狭⼼症

1⼈当たり医療費は⼊院で94,442円と県77,234円と⽐較して17,208円⾼く、全国
86,266円と⽐較して8,176円⾼い。
②脳梗塞
1⼈当たり医療費は⼊院で225,921円と県196,259円と⽐較して29,662円⾼く、全国

193,810円と⽐較して32,111円⾼い。
③⼼筋梗塞

1⼈当たり医療費は⼊院で592,076円と県480,417円と⽐較して111,659円⾼く、全
国430,139円と⽐較して161,937円⾼い。⼊院外でも56,715円と県53,405円と⽐較し
て3,310円⾼く、全国46,276円と⽐較して10,439円⾼い。

(2)死因割合
令和4年の死因割合において、がん・糖尿病・⾃殺は、県、全国と⽐較して低いが、⼼臓

病・脳⾎管・腎不全等の重症化疾患では⾼くなっている。
⼼臓病28.8％は県28.7％と⽐較して0.1％⾼く、全国27.5％と⽐較しても1.3％⾼い。
脳疾患16.3％は県15.6％と⽐較して0.7％⾼く、全国13.8％と⽐較しても2.5％⾼い。
腎不全5.6％は県4.4％と⽐較して1.2％⾼く、全国3.6％と⽐較しても2.0％⾼い。
平成30年度から令和4年度の死因割合の推移を⾒ると、脳疾患が13.8％から16.3％と

2.5％増加、⼼臓病が27.1％から28.8％と1.7％増加している。

⽣活習慣病重症化
疾患が多いJ

「筋⾻格系」の1⼈当たり医療費は35,021円と県の34,905円より116円⾼く、全国の
29,484円より5,537円⾼い。特に⼊院の医療費は17,016円で、県の16,240円より776
円⾼く、全国の12,255円より4,761円⾼い。

「⾻折」の中分類医療費は、平成30年以降常に上位に位置しており、令和4年度では約
2.1億円で11位と上位になっている。⼊院医療費（細⼩分類）では2位に「⾻折」約1.9億
円、4位に「関節疾患」約1.8億円とロコモティブシンドローム関連疾患が上位になっている。

筋⾻格系疾患、ロコ
モティブシンドローム
関連疾患が多い

K
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Ⅳ 個別事業計画
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特定健診等の受診率向上事業 1

メタボリックシンドロームおよびそれに伴う⽣活習慣病の早期発⾒を⽬指した特定健診の受診
をすすめるため、体制整備や受診勧奨等の取組を⾏うことで、特定健診受診率を向上させるこ
とを⽬的とする

事業の⽬的

特定健診を受診しやすい体制整備や、未受診者への受診勧奨を実施する事業の概要

40〜74歳の被保険者対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

60.0
(R10)

55.7
(R9)

51.2
(R8)

46.7
(R7)

42.2
(R6)

37.7
(R5)

37.7
(R4)法定報告特定健診受診率1アウトカム

指標

⽬標値 ※（）内は実績年度

計画
策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

100100100100100100100健康推進課特定健診未受診者へ
の受診勧奨1

アウトプット
指標

20.0
(R11)

18.3
(R10)

16.7
(R9)

15.1
(R8)

13.5
(R7)

11.9
(R6)

10.3
(R5)健康推進課⻭周病検診受診率2

10.0
(R10)

11.0
(R9)

11.9
(R8)

12.8
(R7)

13.7
(R6)

14.6
(R5)

14.6
(R4)KDB健診未受診かつ

医療未受診者の割合3

Ⅳ 個別事業計画
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特定健診等の受診率向上事業 1

医療機関・薬局に特定健診受診を促進するような資材を掲⽰する
市報や別府市ホームページ、別府市公式LINE、ケーブルテレビ等を活⽤し広報を⾏う
健診の予約がしやすい体制を構築し、各種媒体で周知する
市のイベント等で、健康に関する啓発を⾏う

周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

年齢、性別、⽣活習慣病治療中者、健康状態不明者（健診・医療未受診の者）等、属性
に応じた、効果的な受診勧奨を実施する
特に健康状態不明者については、過去の健診や医療の情報等を詳細に分析し、対象にあった
勧奨⽅法（訪問、電話、通知 等）を選択し、より丁寧な勧奨に努める

勧奨

健診実施後は、結果通知を可能な限り素早く実施する
個別健診、集団健診に加え、レディース健診など対象者がより受診しやすくなるような健診を開
催する

実施および
実施後の

⽀援

健診受診しやすい体制整備やなぜ未受診なのか等の未受診理由を把握するよう努める
40歳到達者は初めて特定健診対象となる者でもあるため、健康意識向上のために⻭周病検
診等を取り⼊れ、丁寧な受診勧奨に努める

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内
担当部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明、広報・データ提供協⼒依頼、受診状況の情報提供
特定健診指定医療機関︓みなし健診データ提供依頼、通院中の患者への健診受診勧奨依
頼、受診状況の情報提供
別府市薬剤師会︓事業説明、広報の協⼒依頼
別府市⻭科医師会︓事業説明、広報の協⼒依頼
市内健診センター（医師会、厚⽣連、OHC）︓事業説明、広報協⼒依頼、受診状況の情
報提供
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）

評価指標抽出、⽀援評価委員会等での助⾔
国⺠健康
保険団体
連合会

特定健診未受診者の過去の受診状況や治療状況をもとに、ターゲットが明確になるような分析
を依頼⺠間事業者

その他の組織
健康増進事業︓特定健診とがん検診を同時実施できる体制を整える他事業

WEB予約などICTを活⽤し、予約しやすい体制を整える
健康アプリ（おおいた歩得）利⽤者へのポイント（インセンティブ）付与
インセンティブを有効に活⽤し、受診率の向上に努める

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）
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メタボリックシンドローム対策事業 2

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の者に対して、保健指導や啓発を⾏うことで、メタ
ボリックシンドローム該当者及び予備群を減少させることを⽬的とする。⾷事や運動等の保健指
導の質を⾼めることで、内臓脂肪蓄積の原因となる不健康な⽣活習慣の改善を図る

事業の⽬的

保健指導を利⽤しやすい体制整備と、利⽤勧奨・再勧奨を実施
対象者の⽣活習慣に着⽬し、メタボリックシンドローム該当者を減らすための保健指導を実施事業の概要

特定健診受診者のうち、メタボリックシンドロームに該当した者対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

20.1
(R10)

20.2
(R9)

20.3
(R8)

20.4
(R7)

20.5
(R6)

20.5
(R5)

20.5
(R4)県共通指標メタボ該当者割合1

アウトカム
指標

60.0
(R10)

58.0
(R9)

55.9
(R8)

53.8
(R7)

51.7
(R6)

49.6
(R5)

49.6
(R4)県共通指標

⽇常⽣活において歩⾏
⼜は同等の⾝体活動を
１⽇１時間以上実施
する⼈の割合

2

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

60.0
(R10)

54.9
(R9)

49.6
(R8)

44.3
(R7)

39.0
(R6)

33.7
(R5)

33.7
（R4）法定報告特定保健指導実施率1

アウトプット
指標

50.0
(R11)

47.0(
R10)

44.0
(R9)

41.0
(R8)

38.0
(R7)

35.0
(R6)不明健康推進課保健指導実施率2
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メタボリックシンドローム対策事業 2

市報や別府市ホームページ、別府市公式LINE、ケーブルテレビ等を活⽤し広報を⾏う。周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

１ 特定保健指導対象者
（1）個別医療機関にて特定健診を受診した者

特定健診受診機関より特定保健指導利⽤勧奨を⾏う
利⽤申込がなかった者に対し、市より通知・電話・訪問による再勧奨を⾏う

（2）市内健診センターにて特定健診を受診した者
各センターにて特定保健指導利⽤勧奨を実施
特定保健指導の状況について情報共有を⾏う

２ 特定保健指導対象者に該当しなかったがメタボリックシンドロームに該当する者
メタボリックシンドローム予防及び改善の啓発と、保健指導の利⽤勧奨を⾏う

勧奨

１ 特定保健指導対象者
（1）健診受診後、できる限り早い時期に保健指導を実施する
（2）特定健診質問票をもとに⾯接を実施し、特に別府市の特徴的な⽣活習慣（喫煙、
飲酒、就寝２時間前の⼣⾷、朝⾷⽋⾷、⾝体活動）に関して丁寧な聞き取りを⾏い、可
能な限り改善に努める

（3）⾯接時に対象者が達成できる⽬標を設定し、その⽬標に焦点を絞った⽀援を実施する
（4）受診勧奨値に該当する者に対しては、医療機関の受診勧奨を必ず⾏う
２ 特定保健指導対象者に該当しなかったがメタボリックシンドロームに該当する者
（1）メタボは⽣活習慣病のリスクを上げる要因であることを通知等で啓発し、希望者への保
健指導と、ターゲットを絞った保健指導を実施する

実施および
実施後の

⽀援

カンファレンスや研修受講など、保健指導の質の向上に努める

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内担当
部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明
特定健診指定医療機関︓特定保健指導対象となった⽅への利⽤勧奨を依頼
市内健診センター︓事業説明、特定保健指導の委託
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）

対象者がメタボ改善に取り組めるような体制を整えるため、市内の関係機関（スポーツジム等）
との関係を構築する⺠間事業者

対象者への指導を効果的・効率的に実施するため、ICTの活⽤を検討する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）
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糖尿病性腎症重症化予防事業 3

⼤分県糖尿病性腎症重症化予防プログラムに基づき、糖尿病および糖尿病性腎症の悪化が
危惧される者に対して、医療機関への受診勧奨や保健指導等を⾏うことで、腎不全や⼈⼯透
析等の重症化疾患を予防し、被保険者の⽣活の質（QOL）の維持・向上および健康寿命の
延伸につなげることを⽬的とする

事業の⽬的

糖尿病や糖尿病性腎症の重症化リスクの⾼い⼈に対して、医療機関への受診勧奨や保健指
導を⾏い、重症化予防に努める事業の概要

【対象者１】
特定健診受診者のうち下記基準に該当するもの
①HbA1c6.5％以上（治療中者は7.0％以上）または空腹時⾎糖126mg/dl以上（治療
中者は130mg/dl以上）の者
②HbA1c6.5％以上または空腹時⾎糖126mg/dl以上かつ腎機能低下（尿蛋⽩（±）以
上、eGFR45ml/分/1.73m2未満、eGFR30％以上 等）が疑われる者
【対象者２】
過去に糖尿病の治療歴があるが、最終の受診から⼀定期間受診が確認できない者

対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

1.0
(R10)

1.1
(R9)

1.1
(R8)

1.2
(R7)

1.2
(R6)

1.2
(R5)

1.2
(R4)県共通指標HbA1c8.0％以上

の者の割合1

アウトカム
指標

2.4
(R10)

2.4
(R9)

2.4
(R8)

2.4
(R7)

2.4
(R6)

2.4
(R5)

2.4
(R4)県共通指標

eGFR45ml/分
/1.73m2未満の者の割
合

2

80.0
(R10)

75.4
(R9)

70.4
(R8)

65.4
(R7)

60.4
(R6)

55.4
(R5)不明健康推進課受診勧奨による

医療機関受診率3

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

100100100100100100100
(R4)健康推進課受診勧奨率1アウトプット

指標
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糖尿病性腎症重症化予防事業 3

特定健診受診券に同封の案内チラシや、特定健診結果説明時に健診結果に基づく保健指導
の案内が記載された⽤紙を配布する周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

【対象者１】未治療の者へは通知・電話等による医療機関受診勧奨を実施
【対象者２】通知等による医療機関受診勧奨を実施勧奨

【対象者１】
未治療の者は受診勧奨後、レセプトにて受診状況を確認し、未受診の者へは再勧奨を実施す
る
治療中の者は通知や電話にてかかりつけ医へ相談するよう勧め、医療機関や対象者より保健指
導の依頼があれば市にて対応する
【対象者２】
勧奨後、レセプトにて受診状況を確認し、未受診の者へは再勧奨を実施する

実施および
実施後の⽀援

除外対象者︓1型糖尿病の者、がん等で終末期の者、精神疾患・認知疾患罹患者、その他
保険者が介⼊を適さないと判断する者
【対象者２】未受診であった理由等の調査も実施する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内担当
部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明
特定健診指定医療機関︓事業説明、対象者の情報提供、保健指導実施時の情報連携
健診センター︓受診勧奨の実施と、その後の追跡調査を依頼
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）

対象者抽出
国⺠健康
保険団体
連合会

【対象者２】対象者抽出、勧奨資材の作成⺠間事業者

別府市医師会地域医療連携パス委員会（糖尿病班、CKD班）︓事業内容の相談その他の組織

⾼齢者の保健事業と介護予防の⼀体的実施事業︓事業内容の相談・共有他事業

医師との連携や対象者への指導を効果的・効率的に実施するため、ICTの活⽤を検討する
保健指導の効果等を含めた健診有所⾒者の状況について、健診委託先連携会議等にて関係
機関へ情報提供する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）
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⽣活習慣病重症化予防（医療への受診勧奨、治療中の者への保健指導）事業 4

⽣活習慣病の重症化予防には、早期の治療と⾷事や運動など⽇常⽣活における積極的な
改善が必要なことから、特定健診における有所⾒者への早期介⼊を促進し、被保険者の⽣活
習慣病重症化予防及び⽣活習慣病関連の医療費適正化を図る

事業の⽬的

特定健診受診者で、医療機関受診勧奨判定値を超えている者へ受診勧奨を実施すると共に、
治療中の者は対象者のかかりつけ医と連携し、保健師、管理栄養⼠等が保健指導、栄養指
導を実施する

事業の概要

特定健診受診者のうち下記基準に該当する者
【対象者１】中性脂肪300以上またはLDL160以上
【対象者２】収縮期⾎圧160mmHg以上⼜は拡張期⾎圧100mmHg以上
【対象者３】尿蛋⽩（+）以上⼜はeGFR45ml/分1.73m2未満

対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

80.0
(R10)

75.4
(R9)

70.4
(R8)

65.4
(R7)

60.4
(R6)

55.4
(R5)

50.35
（R4）健康推進課受診勧奨による

医療機関受診率1

アウトカム
指標

10.2
(R10)

10.6
(R9)

11.0
(R8)

11.4
(R7)

11.8
(R6)

12.2
(R5)

12.2
（R4）県共通指標LDL160以上の

該当者割合2

4.8
(R10)

4.8
(R9)

4.9
(R8)

5.0
(R7)

5.1
(R6)

5.1
(R5)

5.1
（R4）県共通指標収縮期⾎圧160以上の

該当者割合3

2.4
(R10)

2.4
(R9)

2.4
(R8)

2.4
(R7)

2.4
(R6)

2.4
(R5)

2.4
(R4)県共通指標eGFR45未満の

該当者割合4

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

100100100100100100100
（R4）健康推進課受診勧奨率1

アウトプット
指標

100100100100100100100
（R4）健康推進課保健指導実施率2
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特定健診受診券に同封の案内チラシや、特定健診結果説明時に健診結果に基づく保健指導
の案内が記載された⽤紙を配布する周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

対象者へは、通知や電話等にて、医療機関受診または保健指導をすすめる勧奨

未治療の者は受診勧奨後、レセプトにて受診状況を確認し、未受診の者へは再勧奨を実施す
る
治療中の者は通知や電話にてかかりつけ医へ相談するよう勧め、医療機関や対象者より保健指
導の依頼があれば市にて対応する

実施および
実施後の⽀援

除外対象者︓1型糖尿病の者、がん等で終末期の者、精神疾患・認知疾患罹患者、その他
保険者が介⼊を適さないと判断する者

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内担当
部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明
特定健診指定医療機関︓事業説明、対象者の情報提供、保健指導実施時の情報連携
健診センター︓受診勧奨の実施と、その後の追跡調査を依頼
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）
国⺠健康
保険団体
連合会

勧奨資材の作成⺠間事業者
その他の組織

他事業

医師との連携や対象者への指導を効果的・効率的に実施するため、ICTの活⽤を検討する
保健指導の効果等を含めた健診有所⾒者の状況について、健診委託先連携会議等にて関係
機関へ情報提供する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

⽣活習慣病重症化予防（医療への受診勧奨、治療中の者への保健指導）事業 4
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※1 65歳以上⼈⼝の8％
※2 65歳以上⼈⼝の14％
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ロコモティブシンドローム対策事業 5

ロコモティブシンドロームは⾻折等に繋がり、さらに⾼齢社会の進展によりその増加が予想され
ることから、ロコモティブシンドロームを早期に発⾒し筋⾻格系の医療費の適正化を図ることを⽬
的とする

事業の⽬的

健康教室や介護予防事業で運動の啓発を⾏う。⾻粗しょう症検診にて筋⾻格系疾患のリスク
が⾼い者を早期に適切な医療につなげる。事業の概要

40〜74歳の被保険者対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

34,905
(R10)

34,921
(R9)

34,941
(R8)

34,961
(R7)

34,981
(R6)

35,001
(R5)

35,021
(R4)KDB1⼈あたり医療費

(⼤分類:筋⾻格系)1

アウトカム
指標

60.0
(R10)

58.0
(R9)

55.9
(R8)

53.8
(R7)

51.7
(R6)

49.6
(R5)

49.6
(R4)

県共通
指標

⽇常⽣活において歩⾏⼜
は同等の⾝体活動を１
⽇１時間以上実施する
⼈の割合

2

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬

2029
年度
(R11

)

2028
年度
(R10

)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

90.0
(R9)

85.0
(R8)

80.0
(R7)

75.0
(R6)

70.0
(R5)

65.0
(R4)不明

地域保健・
健康増進事

業報告
⾻粗しょう症検診
精密検査受診率1

アウトプット
指標

5,360
(R10)
※２

5,091
(R9)

4,822
(R8)

4,553
(R7)

4,211
(R6)

3,860
(R5)
※１

3,149
(R4)

介護予防・
⽇常⽣活⽀
援総合事業

通いの場参加⼈数2



市にて実施している運動に関する教室（ノルディックウォーク教室等）や介護予防教室を市報
やケーブルテレビ等で広報する
健康増進部⾨で実施している⾻粗しょう症検診の啓発を⾏う

周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

各種教室については、市⺠全体に向けた広報だけでなく、特に教室の参加を促すべき対象者を
特定し、その者へは個別通知等で積極的に勧奨することも検討する
⾻粗しょう症検診においては、検診対象年齢の者へは特に勧奨が⾏き届くよう努め、精密検査
対象となった者の医療機関受診状況も確認する

勧奨

運動に関する教室の中では、筋⾻格系疾患の医療費が増えていること等を伝え、ロコモティブシ
ンドローム対策に努めなければならない理由を参加者へ説明する
通いの場等、⾼齢者が集まる場を増やし、介護予防事業もあわせて推進する

実施および
実施後の

⽀援

⼤分県が掲げている「歩数+1500歩」の達成にも努める

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内担当
部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）

⽀援評価委員会等での助⾔
国⺠健康
保険団体
連合会

健康教室、介護予防教室委託業者、⾻粗しょう症検診委託業者⺠間事業者

その他の組織

健康増進部⾨、介護予防部⾨︓各種教室、⾻粗しょう症検診の効果的な実施に向けた検討他事業

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）
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ロコモティブシンドローム対策事業 5



重複・多剤服薬者への服薬指導事業 6

重複服薬や多剤投与は医療費適正化の観点だけでなく、薬の副作⽤を予防する点からも重
要であることから、服薬状況改善につなげるため、対象者に寄り添った⽀援を⾏い、不適切な服
薬の改善と対象者の健康増進を図ることを⽬的とする

事業の⽬的

関係機関と連携を図りながら、対象者へ通知・電話・⾯接等による服薬指導を実施する事業の概要

【対象者１】重複服薬者
3か⽉以上、同⼀⽉内に同⼀薬効または同様の効能・効果を持つ薬剤を複数の医療機関から
処⽅されている者
【対象者２】多剤内服者
3か⽉以上、同⼀⽉内に15剤以上の処⽅を受けている者

対象者

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

80.0
(R10)

80.0
(R9)

79.0
(R8)

78.0
(R7)

77.0
(R6)

76.0
(R5)

75.0
(R4)健康推進課勧奨・指導後の

改善割合1アウトカム
指標

⽬標値 ※（）内は実績年度
計画

策定時
実績

評価対象・
⽅法評価指標No.項⽬ 2029

年度
(R11)

2028
年度

(R10)

2027
年度
(R9)

2026
年度
(R8)

2025
年度
(R7)

2024
年度
(R6)

100100100100100100100
(R4)健康推進課勧奨率1アウトプット

指標
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市報特集号周知

উ
ট
७
५
︵
⽅
法
︶

対象者へお薬⼿帳活⽤及びポリファーマシーに関する周知を中⼼とした通知を送付勧奨

通知送付後3ヶ⽉間の医療機関受診状況をレセプトにて確認
服薬状況に変わりがなければ再通知とともに⾯談を⾏なう

実施および
実施後の

⽀援

対象者の多くが精神疾患罹患者であることが予想されるため、精神保健担当とも連携を図る
⾯談の際は保健師を含む2名以上の職員で実施する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

健康推進課庁内担当
部署

५
ॺ
ছ
ॡ
ॳ
⑂
␗
︵
体
制
︶

別府市医師会︓事業説明
別府市薬剤師会、市内調剤薬局︓事業説明、協⼒依頼
⼤分県東部保健所

保健医療
関係団体

（医師会・⻭
科医師会・薬
剤師会・栄養
⼠会など）

対象者抽出
国⺠健康
保険団体
連合会

⺠間事業者
その他の組織

精神保健との連携他事業

医師との連携や対象者への指導を効果的・効率的に実施するため、ICTの活⽤を検討する

その他
（事業実施
上の⼯夫・留
意点・⽬標

等）

重複・多剤服薬者への服薬指導事業 6
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Ⅴ その他
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Ⅴ その他

令和8年度に進捗確認のための中間評価を⾏い、必要に応じて計画の⾒直しを⾏います。また、計画の
最終年度の令和11年度においては、次期計画の策定を円滑に⾏うための準備も考慮に⼊れて評価を
⾏います。

データヘルス
計画の

評価・⾒直し

策定した本計画は、別府市国⺠健康保険運営協議会、別府市医師会等へ計画の概要を報告します。
また本計画は別府市⺠に健康課題や、課題解決のための対策や事業内容を広く市⺠に知ってもらう必
要があることから、市の広報誌やホームページ等に掲載し、計画の周知を図ります。また、健康や保健に
関連した様々な会議等の機会を利⽤して、計画の概要を周知します。

データヘルス
計画の

公表・周知

事業の実施においては、市⺠のプライバシー保護の観点から、個⼈情報が漏洩することのないよう実施・
運営されなければなりません。したがって、個⼈の健康情報を取り扱うすべての業務について常に⾃⼰監
視を⾏い、PDCAサイクルの中で個⼈情報の漏洩リスクを極⼩化していくことが重要となります。本計画に
おける個⼈情報の取り扱いは、個⼈情報保護法を準⽤し、市⺠の利益を損なうことがないよう取組みを
進めます。

個⼈情報の
取扱い

⾼齢者の保健事業と介護予防の⼀体的実施事業と連携を図り、医療・介護・保健・福祉・住まい・⽣
活⽀援など部局横断的な地域⽀援事業に国保部局として参画し、本計画を推進していきます。

地域包括ケア
に係る取組

データ分析に基づく保険者の特性を踏まえた事業を運営するため、⼤分県及び⼤分県国⺠健康保険
団体連合会が⾏う研修会等に、事業運営に関る担当者（国保部⾨、衛⽣部⾨、介護部⾨等）が積
極的に参加するとともに、事業推進に向けて県及び国保連合会と協議する場を積極的に設けるものとし
ます。

その他
留意事項
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【資料編】
参照データ図表集





KDB_S21_001_地域の全体像の把握
【平成30年度〜令和4年度】

出典平均⾃⽴期間と平均余命の差図表2

令和4年度の平均⾃⽴期間と平均余命の差は、男性は1.5歳で県と同⽔準。⼥性は3.0歳で
県より短い。

データ分析の
結果

79.2 79.7 79.580.6 81.0 81.0

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

1.4歳 1.3歳 1.5歳

84.1 84.5 83.887.1 87.5 87.1

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

3.0歳 3.0歳 3.3歳

79.6 80.4 80.181.1 81.9 81.7

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

1.5歳 1.5歳 1.6歳

84.1 85.2 84.487.1 88.4 87.8

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

3.0歳 3.2歳 3.4歳

平均⾃⽴期間
平均余命

平均⾃⽴期間
平均余命

男
性

⼥
性

平成30年度 令和4年度

（歳）

（歳） （歳）

（歳）

男
性

⼥
性

平均寿命 平均⾃⽴期間

80.9 81.1 80.8

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

（歳）

（歳）

87.2 87.3 87.0

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

79.6 80.4 80.1

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

84.1 85.2 84.4

0
20
40
60
80

100

別府市 県 全国

（歳）

（歳）

KDB_地域の全体像の把握
【平成30年度〜令和4年度】

出典平均寿命、平均⾃⽴期間、図表1

男⼥ともに平均寿命、平均⾃⽴期間※は、県より短い。
※平均⾃⽴期間︓要介護2以上の介護を要しない期間

データ分析
の結果
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全国県別府市

死因割合死因割合死因割合死亡者数スコア
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KDB_健康スコアリング（医療）
【平成30年度〜令和4年度】

出典医療費の構成要素図表4

総医療費は令和4年度約96.1億円で平成30年度と⽐較すると、約6.2億円減少している。
被保険者1⼈当たり医療費は、⼊院では令和4年度163,671円で平成30年度と⽐較すると、
12,885円増加している。⼊院外では令和4年度163,147円で平成30年度と⽐較すると、
7,351円増加している。

データ分析の
結果
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KDB_地域の全体像の把握
【平成30年度〜令和4年度】

出典死因割合図表3

平成30年からの推移では、「がん」「糖尿病」「腎不全」「⾃殺」での割合は低い⼀⽅で、「脳⾎管」
「⼼臓病」の割合が⾼くなっている。
「⼼臓病」28.8％は県28.7％と⽐較して0.1％⾼い。また、全国27.5％と⽐較しても1.3％⾼い。
「脳疾患」16.3％は県15.6％と⽐較して0.7％⾼い。また、全国13.8％と⽐較しても2.5％⾼い。
「腎不全」5.6％は県4.4％と⽐較して1.2％⾼い。全国3.6％と⽐較しても2.0％⾼い。
平成30年度から令和4年度の死因割合の推移を⾒ると、「脳疾患」が13.8％から16.3％と
2.5％増加、「⼼臓病」が27.1％から28.8％と1.7％増加している。

データ分析
の結果

（円）

（年度）

（年度） （年度）

別府市
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KDB_S29_002_健康スコアリング（医
療）【令和4年度】

出典受診率（1⼈当たりレセプト件数）
性年齢階層別

図表6

受診率（1⼈当たりレセプト件数）は⾼齢になるにつれて⾼くなる傾向がある。県、全国と⽐較
すると男性では40-44歳、45-49歳、55-59歳、70-74歳で⾼い。⼥性では65-69歳以外
で⾼い結果になっている。

データ分析の
結果
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KDB_S29_002_健康スコアリング（医
療）【令和4年度】

出典医療費の構成要素（1⼈当たり医療
費）全国、県⽐較、年齢階層別

図表5

1⼈当たり医療費を県と⽐較すると、⼊院で4,730円⾼くなっている。データ分析
の結果
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KDB_健康スコアリング（医療）
【平成30年度〜令和4年度】

出典医療費の構成要素
年齢階層別

図表7

年齢階層別でみていくと、総医療費は70-74歳が最も⾼く、年齢が上がるにつれて増加している。
被保険者数は20-24歳を除いて、年齢が上がるにつれて増加している。被保険者1⼈当たり医療
費は55-59歳以降、年齢が上がるほど増加傾向にあり、70-74歳が最も⾼い。

データ分析
の結果
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（歳）
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KDB_S29_002_健康スコアリング（医
療）【平成30年度〜令和4年度】

出典医療費の3要素図表8

医療費の3要素別にみていくと平成30年度⽐較で、受診率（1⼈当たりレセプト件数）は0.1件
減少、1件当たり⽇数は0.2⽇減少、1⽇当たり医療費は4,579円増加となっている。

データ分析
の結果

（年度）

（年度）

（年度）
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KDB_S23_003_疾病別医療費分析
（⼤分類）【令和4年度】

出典疾病分類（⼤分類）医療費構成割合図表9

疾病分類（⼤分類）医療費の割合は、「新⽣物」14.0％、「循環器系」12.2％、「精神」
10.6％、「神経系」9.5％、「筋⾻格系」8.9％の順に⾼い。上位5疾病の占める割合は55.2％
と県55.5％、全国55.9％より低くなっている。上位5分類で⾒ると、「精神」「神経系」「筋⾻格
系」の医療費割合が県、全国より⾼くなっている。

データ分析
の結果
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KDB_S23_003_疾病別医療費分析
（⼤分類）【令和4年度】

出典疾病分類（⼤分類）医療費構成
年齢階層別

図表10

年齢階層別の医療費は、0-30歳までの若年層で「呼吸器系」、50歳以上で「新⽣物」「循環器
系疾患」「腎尿路系疾患」の医療費が⾼い割合となっている。また「精神」の医療費は、30歳から
59歳の割合が⾼くなっている。

データ分析
の結果
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KDB_S23_003_疾病別医療費分析
（⼤分類）【令和4年度】

出典疾病分類（⼤分類）1⼈当たり医療費
推移＿上位5位

図表11

1⼈当たり医療費上位疾病では「精神」「神経系」「筋⾻格系」が全国、県と⽐較して⾼くなってお
り、「精神」は⼊院外医療費で、「神経系」「筋⾻格系」は⼊院で特に⾼くなっている。
「筋⾻格系」の1⼈当たり医療費は35,021円と県の34,905円より116円⾼く、全国の29,484
円より5,537円⾼い。特に⼊院は17,016円で、県の16,240円より776円⾼く、全国の12,255
円より4,761円⾼い。

データ分析
の結果
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KDB_S23_004_疾病別医療費分析
（中分類）【平成30年度〜令和4年度】

出典疾病分類（中分類）医科医療費の推
移

図表12

「腎不全」の医療費は平成30年度以降減少傾向であるが、中分類では常に1位となっている。令
和4年度医療費は、約6.2億円で平成30年度と⽐較すると約1.1億円減少している。
「その他の悪性新⽣物」※は上位に位置し、医療費も増加傾向である。
「⾻折」の医療費は、平成30年度以降上位に位置しており、令和4年度では約2.1億円で11位
となっている。他⾃治体と⽐較して上位に位置している。

データ分析
の結果
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単位︓万円

※主な疾病︓前⽴腺がん、膵がん、膀胱がん等
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KDB_S23_004_疾病別医療費分析
（中分類）【令和4年度】

出典疾病分類（中分類）1⼈当たり医療費
推移＿上位10位

図表13

疾病分類（中分類）別1⼈当たり医療費は「その他の神経系」「気分障害」「その他の呼吸器
系」が県、全国よりも⾼い。特に「その他の神経系」の⼊院、「気分障害」の⼊院、⼊院外、「その
他の呼吸器系」の⼊院の医療費が⾼くなっている。

データ分析
の結果
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KDB_S21_005_市町村別データ、
KDB_021_003_健診・医療・介護データ
から⾒る地域の健康課題【令和4年度】

出典⽣活習慣病関連疾患 疾病別以下医
療費割合

図表14

⽣活習慣病関連疾患の医療費は、全体の50.9%を占めていた。データ分析
の結果

50.9% ⽣活習慣病49.1%その他

27.4%

10.5%

8.9%
5.1%

38.5%

がん

慢性腎不全

糖尿病
⾼⾎圧症

4.1%

脳疾患

2.6%

⼼疾患

3.1%

脂質異常症

その他
38.3%

⽣活習慣病関連疾患を100とした時の内訳医療費構成割合
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⼊院 ⼊院外

患者1⼈当たり医療費（令和4年度）
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40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74

1 5 30 165
555

1,112
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3,425

【 令和4年度 】

KDB_S23_001_医療費分析(1)細⼩分
類【平成30年度・令和4年度】

出典⽣活習慣関連疾患（狭⼼症）
１⼈当たり医療費
性年齢階層別医療費

図表15

「狭⼼症」の1⼈当たり医療費は⼊院で94,442円と県77,234円と⽐較して17,208円⾼く、全
国86,266円と⽐較して8,176円⾼い。

データ分析
の結果

（歳）

（歳）

（歳）

（歳）
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⼊院 ⼊院外

患者1⼈当たり医療費（令和4年度）
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6 1 4
410
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KDB_S23_001_医療費分析(1)細⼩分
類【平成30年度・令和4年度】

出典⽣活習慣関連疾患（脳梗塞）
１⼈当たり医療費
性年齢階層別医療費

図表16

「脳梗塞」の1⼈当たり医療費は⼊院で225,921円と県196,259円と⽐較して29,662円⾼く、
全国193,810円と⽐較して32,111円⾼い。

データ分析
の結果

（歳）

（歳）

（歳）

（歳）

43



⼊院 ⼊院外

患者1⼈当たり医療費（令和4年度）
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6 0
226 144 203 270

712

1,454

【 令和4年度 】

KDB_S23_001_医療費分析(1)細⼩分
類【平成30年度・令和4年度】

出典⽣活習慣関連疾患（⼼筋梗塞）
１⼈当たり医療費
性年齢階層別医療費

図表17

「⼼筋梗塞」の1⼈当たり医療費は⼊院で592,076円と県480,417円と⽐較して111,659円
⾼い。全国430,139円と⽐較して161,937円⾼い。⼊院外でも56,715円と県53,405円と⽐
較して3,310円⾼く、全国46,276円と⽐較して10,439円⾼い。

データ分析
の結果

（歳）

（歳）

（歳）

（歳）
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令和4年度令和3年度令和2年度令和1年度
最⼤医療資源傷病名

順位医療費順位医療費順位医療費順位医療費

131,225135,141134,887135,580統合失調症

⼊
院

219,248514,006219,352221,129⾻折

318,624319,693515,233517,345慢性腎臓病（透析あり）

418,520418,272415,237417,532関節疾患

518,057219,803318,966318,475うつ病

612,358610,330710,646810,814脳梗塞

79,62988,25099,089710,952不整脈

87,072126,799611,155910,594肺がん

96,70678,49289,553108,159⼤腸がん

106,583116,873116,039118,035狭⼼症

136,393138,400137,671138,549糖尿病

⼊
院
外

227,863227,203226,366229,385慢性腎臓病（透析あり）

322,516323,770324,816326,851⾼⾎圧症

421,064422,975422,143423,183関節疾患

515,508616,801716,478617,847統合失調症

615,393715,717815,972716,104うつ病

714,839517,270618,173519,983脂質異常症

811,552814,155520,531813,401肺がん

911,496911,446912,890912,384乳がん

108,795109,9771010,260109,985不整脈

単位︓万円

KDB_S23_001＿医療費分析（１）細
⼩分類【平成30年度〜令和4年度】

出典疾病分類（細⼩分類）医療費上位
10位

図表18

⼊院では2位に「⾻折」約1.9億円、4位に「関節疾患」約1.8億円とロコモティブシンドローム関連
疾患が上位になっている。
⼊院外では1位に「糖尿病」で令和4年度医療費は約3.6億円となっている。

データ分析
の結果
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厚⽣労働省「保険者別の後発医薬品の使
⽤割合」

出典後発医薬品の使⽤割合（数量シェア）図表19

後発医薬品の使⽤割合は、増加傾向にあるが、令和4年9⽉時点では76.8%と県の使⽤割合
80.6%より低く、国の⽬標値である80%を下回っている。

データ分析
の結果
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24,470⼈被保険者数

割合(％)該当者数(⼈)薬剤数

3.48226剤

2.76497剤

2.25288剤

1.53739剤

1.228610剤

0.921311剤

0.819112剤

0.615013剤

0.511414剤

1.229315剤以上

■重複・多剤処⽅の状況（処⽅⽇数14⽇以上の該当者）
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0.5

14剤

1.2
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（％）

KDB_S27_013_重複・多剤処⽅の状況出典重複・多剤処⽅の状況図表20

重複多剤の状況は、6剤以上処⽅者が3,619⼈で全体の14.8％、10剤以上では1,247⼈で
全体の5.1％、15剤以上では293⼈で全体の1.2％となっている。

データ分析
の結果

割合(％)該当者数
(⼈)薬剤数

14.8％3,6196剤以上

5.1％1,24710剤以上

1.2％29315剤以上

合計
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別府市 県 全国 健診受診者数 健診未受診者数
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（年度）
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厚⽣労働省「2018年度〜2021年度 特
定健康診査・特定保健指導の実施状況」

出典特定健康診査 受診率及び受診者数図表21

特定健診受診率は令和4年度37.7％と、令和2年度34.6%の新型コロナウイルスの影響からは、
回復しているもののそれ以前の⽔準である平成30年度42.8％程度には戻っておらず、県39.7％
と⽐較しても2.0%低くなっている。国の⽬標値60％には届いていない。

データ分析
の結果
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KDB_S21_008_健診の状況【令和4年
度】

出典特定健康診査 受診率及び受診者数・
未受診者数 性年齢階層別

図表22

年齢階層が上がるにつれて健診受診率は⾼くなっているが、男性70-74歳以外、どの年齢層でも
県よりも低くなっている。

データ分析
の結果
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受診機関別受診率

(％)

健康推進課集計出典特定健康診査 受診機関別受診率図表23

受診機関別受診率を平成30年度と令和4年度を⽐較すると、個別医療機関の受診率は5.4％
減少している。

データ分析
の結果
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厚⽣労働省、2018〜2021年度特定健
康診査・特定保健指導の実施状況（保
険者別）/KDB＿S21_008_健診の状
況【平成30年度〜令和4年度】

出典特定保健指導 実施率及び実施者数図表24

特定保健指導実施率は、令和4年度33.7％と令和1年度の54.4％と⽐較すると減少傾向にあ
り、令和1年度から令和４年度では20.7％減と⼤幅に減少している。
国の⽬標値60％にはまだ届いていない。

データ分析
の結果
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

減少率⼈数減少率⼈数減少率⼈数
0.93999.413.528713.522913.958別府市

-10013.62,78513.62,21013.7575県
0.26791.011.014711.011410.933別府市(男性)

-10012.01,60112.01,24812.2353県(男性)
0.329109.018.014017.411521.625別府市(⼥性)

-10016.51,18416.596216.9222県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

減少率⼈数減少率⼈数減少率⼈数
0.017114.914.730015.024313.557別府市

-10012.82,61412.82,09312.6521県
0.183111.612.215612.412111.735別府市(男性)

-10010.91,46710.91,14311.2324県(男性)
0.103115.018.814418.912218.022別府市(⼥性)

-10016.31,14716.595015.6197県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

減少率⼈数減少率⼈数減少率⼈数
0.064113.512.322112.317612.245別府市

-10010.72,14810.71,72910.9419県
0.95499.09.11069.4858.121別府市(男性)

-1009.11,2088.993210.1276県(男性)
0.008128.918.011517.29121.824別府市(⼥性)

-10013.994014.179712.7143県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

減少率⼈数減少率⼈数減少率⼈数
0.047114.114.823314.518615.747別府市

-10013.02,26013.01,83212.8428県
0.618105.111.712012.2989.922別府市(男性)

-10011.11,28410.91,00012.1284県(男性)
0.030123.220.511318.68832.125別府市(⼥性)

-10016.697617.083214.6144県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

減少率⼈数減少率⼈数減少率⼈数
0.038114.815.423416.519511.539別府市

-10013.32,28013.51,82712.9453県
0.366108.812.612713.61039.724別府市(男性)

-10011.61,31311.61,03011.4283県(男性)
0.044122.120.710721.79216.115別府市(⼥性)

-10016.996717.079716.4170県(⼥性)

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標６①
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）該当者及び予備群の減少率

図表25

令和4年度の40歳〜64歳の減少率は全体、男⼥ともに県の減少率を下回っている。データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐減少率⼈数標準化

⽐減少率⼈数標準化
⽐減少率⼈数標準化

⽐減少率⼈数標準化
⽐減少率⼈数

112.815.4234108.314.823389.912.3221107.714.730099.413.5287別府市

98.013.32,28095.213.02,26078.910.72,14893.812.82,61410013.62,785県

104.612.612796.611.712075.39.1106101.012.215691.011.0147別府市(男性)

95.611.61,31392.011.11,28475.69.11,20890.710.91,46710012.01,601県(男性)

125.420.7107125.420.5113109.518.0115114.218.8144109.018.0140別府市(⼥性)

102.216.9967100.816.697684.413.994098.816.31,14710016.51,184県(⼥性)

40－74歳合計

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標６②
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）該当者及び予備群の減少率

図表26

メタボ該当者及び予備群の減少率は、令和1年度以降、県の減少率を上回っており、令和4年度
の減少率では県13.3％に対し、15.4％の減少率と2.1％上回った。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の減少率を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000111.220.01,47121.91,18514.8286別府市

-10017.913,69719.410,91413.82,783県
0.000115.132.391534.071027.6205別府市(男性)

-10028.18,96329.66,99924.01,964県(男性)
0.001114.712.355614.34756.881別府市(⼥性)

-10010.64,73412.03,9156.8819県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.044105.820.11,29422.21,05014.3244別府市

-10019.113,54020.610,92514.52,615県
0.008109.832.382234.764825.9174別府市(男性)

-10029.78,93931.47,09624.51,843県(男性)
0.106107.812.147214.14026.770別府市(⼥性)

-10011.24,60112.63,8297.4772県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.400102.520.61,16322.996314.0200別府市

-10020.112,38421.810,09815.12,286県
0.026108.633.873236.459026.1142別府市(男性)

-10031.38,17333.06,55125.71,622県(男性)
0.442103.912.443114.43736.558別府市(⼥性)

-10011.94,21113.43,5477.5664県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.211103.720.71,20723.398713.9220別府市

-10020.112,76721.810,38315.02,384県
0.021108.733.978537.162125.5164別府市(男性)

-10031.48,47433.46,77925.21,695県(男性)
0.576102.912.142214.33666.056別府市(⼥性)

-10011.74,29313.13,6047.5689県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.434102.420.51,13422.289316.2241別府市

-10020.112,46321.810,06615.22,397県
0.009110.034.375135.756530.5186別府市(男性)

-10031.38,27433.36,53325.61,741県(男性)
0.68797.811.538313.43286.255別府市(⼥性)

-10011.84,18913.33,5337.3656県(⼥性)

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標７①
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）該当者の割合

図表27

男性の40〜64歳の令和4年度メタボ該当者割合は30.5％となっており、県25.6％と⽐較し、該
当者割合が4.9％⾼い。

データ分析
の結果

54



R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

113.820.51,134115.020.71,207113.720.61,163111.520.11,294111.220.01,471別府市

111.220.112,463110.920.112,767111.020.112,384105.519.113,54010017.913,697県

122.634.3751121.233.9785120.333.8732115.632.3822115.132.3915別府市(男性)

111.631.38,274111.631.48,474110.831.38,173105.429.78,93910028.18,963県(男性)

106.011.5383111.112.1422113.612.4431112.012.1472114.712.3556別府市(⼥性)

108.611.84,189108.011.74,293109.511.94,211104.011.24,60110010.64,734県(⼥性)

40－74歳合計

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標７②
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）該当者の割合

図表28

別府市のメタボ該当者標準化⽐は令和4年度113.8と⾼く、平成30年度111.2と⽐較すると、
2.6増加している
別府市の男性メタボ該当者標準化⽐は令和4年度122.6と平成30年度115.1と⽐較して7.5
増加しており、該当者割合は平成30年度32.3％から令和4年度34.3％に増加している。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.41197.211.584811.562211.7226別府市

-10011.89,03811.96,67911.72,359県
0.865100.818.652617.837120.9155別府市(男性)

-10018.45,85818.24,29519.11,563県(男性)
0.98799.87.13227.52516.071別府市(⼥性)

-1007.13,1807.32,3846.6796県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.29396.111.372510.951512.3210別府市

-10011.78,28811.66,17511.72,113県
0.808101.218.546917.632920.8140別府市(男性)

-10018.15,46217.84,01519.21,447県(男性)
0.47595.46.62566.51866.770別府市(⼥性)

-1006.92,8267.12,1606.3666県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.01990.810.760410.443611.7168別府市

-10011.87,25111.85,45611.81,795県
0.880100.918.540117.428221.8119別府市(男性)

-10018.34,79018.03,57519.31,215県(男性)
0.01884.65.82035.91545.549別府市(⼥性)

-1007.02,4617.11,8816.6580県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.16694.610.963410.444312.1191別府市

-10011.57,27911.25,35512.11,924県
0.741101.718.342517.429220.7133別府市(男性)

-10017.94,84317.53,54119.41,302県(男性)
0.11489.46.02095.91516.258別府市(⼥性)

-1006.72,4366.61,8146.8622県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.02390.79.95479.437711.4170別府市

-10010.96,75010.64,90811.71,842県
0.25394.016.135214.623119.8121別府市(男性)

-10017.14,51116.63,25218.51,259県(男性)
0.31392.85.91956.01465.649別府市(⼥性)

-1006.32,2396.21,6566.5583県(⼥性)

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標８①
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）予備群の割合

図表29

男性の40〜64歳のメタボ予備群該当者割合は平成30年度以降常に県より⾼く、令和4年度で
は19.8％と県の18.5％より1.3％⾼い。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

83.29.954791.510.963490.010.760494.811.372597.211.5848別府市

91.710.96,75096.411.57,27999.311.87,25198.411.78,28810011.89,038県

87.116.135299.318.3425100.518.5401100.218.5469100.818.6526別府市(男性)

92.717.14,51197.417.94,84399.618.34,79098.618.15,46210018.45,858県(男性)

82.05.919583.86.020981.85.820392.06.625699.87.1322別府市(⼥性)

88.16.32,23993.26.72,43697.27.02,46196.36.92,8261007.13,180県(⼥性)

40－74歳合計

国保連合会資料「特定健診・特定保健指
導実施結果報告（年齢階層別・保険者
別）」

出典指標８②
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）予備群の割合

図表30

メタボ予備群該当者割合は令和4年度9.9％と県10.9％より1.0％低い。データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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KDB_S21_24_厚⽣労働省様式（様式
5-2︓健診有所⾒者状況）【令和4年
度】

出典特定健康診査 有所⾒の状況 全体図表31

全体でみると、HbA1c、収縮期⾎圧、LDLコレステロールの有所⾒がある割合が⾼くなっている。
特にLDLコレステロールの割合は県、全国と⽐較しても⾼い傾向にある。
LDL有所⾒該当者率は男性51.0％、⼥性56.9％、全体54.6％と、男性は県45.1％より
5.9％⾼く、全国45.6％より5.4％⾼い。⼥性は県53.5％より3.4％⾼く、全国54.1％より
2.8％⾼い。全体では、県49.9％より4.7％⾼く、全国50.3％より4.3％⾼かった。

データ分析
の結果
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単位︓％

H30-R4増減
R4R3R2R1H30

有所⾒
割合割合割合割合割合

-1.433.635.034.234.635.0全体
腹囲

肥満

-1.154.557.256.255.255.6男性
-2.119.920.320.421.122.0⼥性
-1.226.727.627.327.527.9全体

BMI -0.534.335.234.534.934.8男性
-1.721.822.622.822.723.5⼥性
-0.745.347.248.947.146.0全体

収縮期⾎圧

⾎圧

-0.549.650.253.451.750.1男性
-1.142.445.146.044.043.5⼥性
3.220.719.920.818.617.5全体

拡張期⾎圧 3.026.325.726.825.323.3男性
3.217.016.017.114.213.8⼥性
3.929.530.731.128.125.6全体

空腹時⾎糖

⾎糖

5.739.138.838.236.033.4男性
2.523.325.326.723.020.8⼥性

-10.262.861.377.075.973.0全体
HbA1c -8.263.562.675.174.871.7男性

-11.462.360.578.176.773.7⼥性
-2.419.420.420.320.421.8全体

中性脂肪

脂質

-4.126.727.929.428.630.8男性
-1.514.715.514.615.016.2⼥性
-0.13.23.62.93.43.3全体

HDL -0.36.27.26.16.86.5男性
0.11.31.20.91.11.2⼥性

-1.454.656.955.955.556.0全体
LDL 1.351.053.351.049.449.7男性

-3.056.959.359.059.459.9⼥性
-0.813.515.215.312.914.3全体

ALT（GPT）

肝・腎機能

-1.421.624.524.820.623.0男性
-0.78.29.19.57.98.9⼥性
-0.123.719.229.020.123.8全体

eGFR 3.027.822.429.722.524.8男性
-2.221.017.128.618.523.2⼥性

KDB_S21_24_厚⽣労働省様式（様式
5-2︓健診有所⾒者状況）【平成30年
度〜令和4年度】

出典特定健康診査 有所⾒の状況 全体推
移

図表32

平成30年度から令和4年度の経年推移をみると、「HbA1c」に有所⾒のある⼈は全体で10.2％
減少しており、男⼥ともに減少傾向である。

データ分析
の結果
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P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.02496.920.25,07037.24,01914.11,0160.535別府市

-10023.956,54237.845,66215.510,5400.7340県
0.35298.121.32,44041.61,85916.55640.517別府市(男性)

-10025.828,88241.822,83617.85,8430.8203県(男性)
0.10996.919.32,63034.22,16011.94520.518別府市(⼥性)

-10022.227,66034.522,82613.54,6970.6137県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.03197.219.75,77937.84,59714.01,1460.436別府市

-10023.061,18338.248,07315.812,7780.6332県
0.25097.820.12,69641.12,07015.86050.521別府市(男性)

-10024.430,69341.123,57818.06,9090.7206県(男性)
0.20197.719.33,08335.42,52712.45410.315別府市(⼥性)

-10021.830,49035.824,49513.85,8690.4126県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.12397.919.65,47137.24,36314.01,0750.433別府市

-10022.958,53637.446,38215.511,8380.6316県
0.77499.420.42,59241.32,00016.15730.419別府市(男性)

-10024.529,62540.722,98717.86,4520.7186県(男性)
0.00497.819.02,87934.42,36312.35020.314別府市(⼥性)

-10021.528,91134.723,39513.45,3860.5130県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.02296.818.74,96234.73,97513.09590.428別府市

-10021.954,10035.143,05914.810,7310.6310県
0.38798.219.62,37838.61,83615.25260.416別府市(男性)

-10023.627,69038.521,54217.15,9470.8201県(男性)
0.09696.817.92,58431.92,13911.04330.312別府市(⼥性)

-10020.326,41032.221,51712.64,7840.4109県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00195.420.15,10336.14,08813.59880.427別府市

-10023.557,47437.346,45515.210,6700.7349県
0.06896.320.92,43439.91,87515.75470.312別府市(男性)

-10025.329,26640.823,14117.45,9140.8211県(男性)
0.02295.619.42,66933.52,21311.54410.515別府市(⼥性)

-10022.028,20834.323,31413.14,7560.6138県(⼥性)

「地区統計情報 - ⽣活習慣病の状況
（厚労省様式3-1〜7）」

出典指標３①
⾼⾎圧症有病率（５⽉診療分）

図表33

⾼⾎圧症有病率は、令和4年度では各年代で県の有病率より低くなっている。データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

94.520.25,07091.620.15,10388.418.74,96295.519.65,47197.219.75,779別府市

97.423.956,54295.923.557,47491.221.954,10097.522.958,53610023.061,183県

98.621.32,44094.520.92,43491.919.62,37898.120.42,59297.820.12,696別府市(男性)

100.225.828,88298.025.329,26693.423.627,69098.724.529,62510024.430,693県(男性)

91.819.32,63089.819.42,66986.217.92,58494.219.02,87997.719.33,083別府市(⼥性)

94.722.227,66093.822.028,20889.120.326,41096.421.528,91110021.830,490県(⼥性)

0－74歳合計

「地区統計情報 - ⽣活習慣病の状況
（厚労省様式3-1〜7）」

出典指標３②
⾼⾎圧症有病率（５⽉診療分）

図表34

⾼⾎圧症有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移しており、令和4年度の有病率
は、県23.9％に対し、別府市は20.2％と3.7％低い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.143108.25.03605.63023.158別府市

-1004.63,4265.22,8812.8545県
0.033118.16.11716.61364.835別府市(男性)

-1005.21,6065.71,3253.5281県(男性)
0.834101.84.31895.01662.023別府市(⼥性)

-1004.21,8204.91,5562.3264県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.128108.95.23316.02803.151別府市

-1004.83,3765.42,8273.1549県
0.028119.66.31576.81264.731別府市(男性)

-1005.31,5565.81,2913.6265県(男性)
0.866101.64.61745.51542.020別府市(⼥性)

-1004.51,8205.11,5362.8284県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.019114.35.73136.72752.738別府市

-1005.03,0155.82,6242.6391県
0.120115.06.21317.01113.820別府市(男性)

-1005.51,3956.21,2053.1190県(男性)
0.068114.85.41826.51642.118別府市(⼥性)

-1004.71,6205.41,4192.3201県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.121109.75.22946.12532.741別府市

-1004.82,9745.42,5182.9456県
0.028121.45.91336.51054.528別府市(男性)

-1004.91,3015.41,0763.4225県(男性)
0.860101.74.71615.91481.413別府市(⼥性)

-1004.71,6735.31,4422.6231県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.265107.25.12736.02352.638別府市

01004.82,9135.52,4882.7425県
0.112116.55.51156.4973.018別府市(男性)

01004.71,2235.31,0243.0199県(男性)
0.924101.14.91585.81382.320別府市(⼥性)

01004.81,6905.61,4642.5226県(⼥性)

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標14①
特定健康診査受診者のうち、収縮期⾎
圧160以上の者の割合

図表35

令和4年度の収縮期⾎圧160以上該当者割合は5.1％と県4.8％より0.3％⾼い。特に男性の
該当者割合は、平成30年度以降どの年度でも県より⾼い。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

110.85.1273113.15.2294122.85.7313113.85.2331108.25.0360別府市

103.34.82,913102.94.82,974107.55.03,015104.84.83,3761004.63,426県

105.45.5115114.45.9133119.26.2131121.06.3157118.16.1171別府市(男性)

90.84.71,22394.64.91,301104.55.51,395101.75.31,5561005.21,606県(男性)

116.04.9158112.94.7161127.45.4182108.94.6174101.84.3189別府市(⼥性)

114.34.81,690110.24.71,673110.14.71,620107.34.51,8201004.21,820県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標14②
特定健康診査受診者のうち、収縮期⾎
圧160以上の者の割合

図表36

収縮期⾎圧160以上該当者割合は令和4年度5.1％と県4.8％より0.3％⾼く、特に男性が
5.5％と⾼くなっている。
別府市の収縮期⾎圧160以上該当者標準化⽐は令和4年度110.8と平成30年度の108.2と
⽐較して2.6増加している。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00094.017.34,34031.03,34513.29500.645別府市

-10021.049,70132.439,16614.710,0021.1533県
0.07695.916.01,83529.51,31814.34880.829別府市(男性)

-10019.621,96930.516,64515.25,0041.3320県(男性)
0.00092.118.42,50532.12,02712.24620.516別府市(⼥性)

-10022.327,73234.122,52114.34,9980.9213県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.06497.416.84,93331.73,85912.51,0290.545別府市

-10019.652,06531.940,08514.211,4890.8491県
0.58798.814.71,97128.61,44313.04980.730別府市(男性)

-10017.622,07728.616,41014.05,3751.0292県(男性)
0.01595.618.52,96233.92,41612.15310.315別府市(⼥性)

-10021.529,98834.623,67514.36,1140.7199県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.01196.316.64,63130.83,61112.79720.648別府市

-10019.750,29931.539,05914.110,7490.9491県
0.29397.614.71,86928.11,35913.64840.626別府市(男性)

-10017.921,60928.716,21314.15,1111.0285県(男性)
0.00494.718.22,76232.72,25211.94880.522別府市(⼥性)

-10021.328,69033.922,84614.15,6380.8206県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00094.715.84,20328.63,28011.98760.647別府市

-10018.946,71429.836,57913.39,6540.9481県
0.17396.814.41,74627.01,28312.64350.728別府市(男性)

-10017.520,46127.615,42713.64,7461.1288県(男性)
0.00092.717.02,45729.81,99711.24410.519別府市(⼥性)

-10020.226,25331.721,15213.04,9080.8193県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00093.517.24,37530.13,40412.79310.640別府市

-10020.550,14031.839,65314.29,9791.0508県
0.09896.215.81,83428.51,33813.54710.725別府市(男性)

-10018.921,85729.316,62814.54,9181.2311県(男性)
0.00090.918.52,54131.22,06612.04600.515別府市(⼥性)

-10022.028,28333.923,02513.95,0610.8197県(⼥性)

「地区統計情報ー⽣活習慣病の状況（厚
労省様式3-1〜7）」

出典指標２①
脂質異常症有病率（５⽉診療分）

図表37

脂質異常症有病率は平成30年度以降各年代で県の有病率より低くなっている。データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

95.317.34,34092.517.24,37588.115.84,20395.016.64,63197.416.84,933別府市

101.221.049,70198.820.550,14092.918.946,71498.719.750,29910019.652,065県

102.416.01,83598.415.81,83493.314.41,74697.914.71,86998.814.71,971別府市(男性)

106.319.621,969102.118.921,85796.217.520,461100.317.921,60910017.622,077県(男性)

89.818.42,50587.818.52,54183.917.02,45792.318.22,76295.618.52,962別府市(⼥性)

97.422.327,73296.522.028,28390.520.226,25397.521.328,69010021.529,988県(⼥性)

0－74歳合計

「地区統計情報ー⽣活習慣病の状況（厚
労省様式3-1〜7）」

出典指標２②
脂質異常症有病率（５⽉診療分）

図表38

脂質異常症有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移しており、令和4年度の有病
率は、県21.0％に対し、別府市は17.3％と3.7％低い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.062104.030.92,23530.31,62632.4609別府市

-10029.922,37028.615,79333.46,577県
0.803101.025.671724.150129.7216別府市(男性)

-10025.37,89423.25,37531.62,519県(男性)
0.088104.534.21,51834.21,12534.1393別府市(⼥性)

-10033.114,47632.610,41834.74,058県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.022105.331.11,96630.41,41733.0549別府市

-10029.720,71628.314,76833.85,948県
0.681101.725.864724.344930.0198別府市(男性)

-10025.37,44322.95,07432.22,369県(男性)
0.032106.134.61,31934.596835.0351別府市(⼥性)

-10033.013,27332.39,69435.03,579県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.001108.332.11,76430.91,27035.6494別府市

-10029.817,96828.412,93034.15,038県
0.227105.326.556023.937834.3182別府市(男性)

-10025.16,40723.04,44831.91,959県(男性)
0.008108.035.51,20435.289236.4312別府市(⼥性)

-10033.211,56132.48,48235.73,079県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000111.031.51,78430.91,27233.3512別府市

-10028.517,74427.112,69432.65,050県
0.001114.528.163125.741534.3216別府市(男性)

-10024.36,41122.14,36831.12,043県(男性)
0.007108.233.81,15334.285732.5296別府市(⼥性)

-10031.511,33330.88,32633.63,007県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000111.328.41,52327.11,05832.0465別府市

-10025.615,60324.110,96829.94,635県
0.002114.524.952422.333831.4186別府市(男性)

-10021.65,59219.13,67628.81,916県(男性)
0.011108.530.799930.172032.4279別府市(⼥性)

-10028.510,01127.87,29230.72,719県(⼥性)

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標15①
特定健康診査受診者のうち、LDLコレス
テロール140以上の者（受診勧奨判定
値を超える者）の割合

図表39

LDLコレステロール140以上の者の該当者割合は令和4年度では、各年代県の該当者割合より
⾼くなっている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

96.828.41,523107.631.51,784109.632.11,764105.531.11,966104.030.92,235別府市

86.925.615,60396.828.517,744101.029.817,968100.129.720,71610029.922,370県

98.224.9524110.828.1631105.426.5560101.725.8647101.025.6717別府市(男性)

85.721.65,59296.724.36,411100.125.16,407100.125.37,44310025.37,894県(男性)

95.230.7999105.333.81,153110.435.51,204106.634.61,319104.534.21,518別府市(⼥性)

87.728.510,01197.031.511,333101.833.211,561100.233.013,27310033.114,476県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標15②
特定健康診査受診者のうち、LDLコレステ
ロール140以上の者（受診勧奨判定値を
超える者）の割合

図表40

LDL140以上の該当者割合は平成30年度30.9％から令和4年度28.4％と減少傾向であるも
のの、常に県より⾼い状況である。
また、別府市のLDL140以上該当者標準化⽐は令和4年度96.8と県86.9と⽐較して9.9⾼い。
男性のLDL140以上該当者割合は平成30年度25.6％から令和4年度24.9％と0.7％減少し
ているが、常に県より⾼い状況である。
⼥性のLDL140以上該当者割合は平成30年度34.2％から令和4年度30.7％と3.5％減少し
ているが、常に県より⾼い状況である。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.021107.713.597913.069914.9280別府市

-10012.79,48611.86,50915.12,977県
0.62696.99.62688.918411.584別府市(男性)

-1009.83,0678.61,98613.61,081県(男性)
0.006110.916.071115.751517.0196別府市(⼥性)

-10014.76,41914.14,52316.21,896県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.165105.013.383912.759015.0249別府市

-10012.78,89211.86,13515.72,757県
0.98599.79.92488.615913.489別府市(男性)

-1009.82,8998.51,87014.01,029県(男性)
0.176105.815.559115.343116.0160別府市(⼥性)

-10014.95,99314.24,26516.91,728県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.045107.713.473712.651815.8219別府市

-10012.57,56311.45,20216.02,361県
0.521104.710.42199.214613.873別府市(男性)

-1009.92,5168.31,61614.6900県(男性)
0.127107.015.351814.737217.1146別府市(⼥性)

-10014.55,04713.73,58616.91,461県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.001112.413.576312.852615.4237別府市

-10012.07,49911.05,14615.22,353県
0.024115.511.22529.014616.9106別府市(男性)

-1009.62,5227.91,56714.5955県(男性)
0.038109.714.951115.138014.4131別府市(⼥性)

-10013.84,97713.23,57915.61,398県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000119.612.265511.243715.0218別府市

-10010.26,2469.34,22713.02,019県
0.000130.110.82289.113815.290別府市(男性)

-1008.22,1236.61,26812.9855県(男性)
0.012113.013.142712.529914.9128別府市(⼥性)

-10011.74,12311.32,95913.11,164県(⼥性)

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標16①
特定健康診査受診者のうち、LDLコレステ
ロール160以上の者の割合

図表41

LDLコレステロール160以上該当者割合は令和4年度では各年代、県の該当者割合より⾼くなっ
ている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

98.612.2655109.013.5763108.613.4737106.613.3839107.713.5979別府市

82.410.26,24696.912.07,499100.812.57,563101.612.78,89210012.79,486県

108.910.8228112.611.2252105.610.421999.69.924896.99.6268別府市(男性)

83.48.22,12397.59.62,522101.29.92,516100.39.82,8991009.83,067県(男性)

92.813.1427106.514.9511108.215.3518108.515.5591110.916.0711別府市(⼥性)

82.111.74,12396.813.84,977100.814.55,047102.414.95,99310014.76,419県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標16②
特定健康診査受診者のうち、LDLコレステ
ロール160以上の者の割合

図表42

LDL160以上該当者割合は平成30年度13.5％から令和4年度12.2％と減少傾向であるもの
の、常に県より⾼い状況である。
男性のLDL160以上該当者割合は平成30年度9.6％から令和4年度10.8％と1.2％増加して
おり、令和1年度以降常に県より⾼い状況である。
⼥性のLDL160以上該当者割合は平成30年度16.0％から令和4年度13.1％と2.9％減少し
ているが、常に県より⾼い状況である。
別府市のLDL160以上該当者標準化⽐は令和4年度98.6と県の標準化⽐82.4と⽐較して
16.2⾼い。
別府市男性のLDL160以上該当者標準化⽐は平成30年度96.9から令和4年度108.9と12
増加している。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00091.610.62,66419.12,0597.95690.536別府市

-10013.231,23720.424,6449.26,2450.7348県
0.22296.812.81,46324.51,09310.23480.622別府市(男性)

-10015.617,43924.813,54211.33,7090.8188県(男性)
0.00088.38.81,20115.39665.82210.414別府市(⼥性)

-10011.113,79816.811,1027.32,5360.7160県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00092.610.12,97919.02,3107.76300.439別府市

-10012.432,99620.125,2649.07,3280.7404県
0.16096.511.91,58723.81,1979.63700.420別府市(男性)

-10014.518,20723.913,70711.14,2680.8232県(男性)
0.00090.88.71,39215.61,1135.92600.419別府市(⼥性)

-10010.614,78916.911,5577.23,0600.6172県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00092.810.32,86218.82,2028.26240.436別府市

-10012.632,16320.124,9618.96,8210.7381県
0.34197.612.01,52723.71,14910.23630.415別府市(男性)

-10014.617,68924.013,53510.93,9480.7206県(男性)
0.00090.38.81,33515.31,0536.42610.521別府市(⼥性)

-10010.714,47416.911,4267.22,8730.6175県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00090.99.62,55917.31,9877.25320.540別府市

-10012.029,53818.722,9948.56,1990.7345県
0.06295.111.31,37722.01,0489.03100.519別府市(男性)

-10014.116,46722.512,60310.53,6700.7194県(男性)
0.00089.18.21,18214.09395.72220.521別府市(⼥性)

-10010.113,07115.610,3916.72,5290.6151県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 0〜74歳65 〜74歳40〜64歳0〜39歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00090.810.62,69118.62,1107.45420.639別府市

-10013.031,66420.124,9918.96,2760.8397県
0.10295.812.61,46523.81,1219.33220.622別府市(男性)

-10015.217,59824.113,64911.03,7300.9219県(男性)
0.00087.88.91,22615.09895.72200.517別府市(⼥性)

-10011.014,06616.711,3427.02,5460.7178県(⼥性)

「地区統計情報ー⽣活習慣病の状況（厚
労省様式3-1〜7）」

出典指標１①
糖尿病有病率（５⽉診療分）

図表43

糖尿病有病率は平成30年度以降、各年代で県の有病率より低くなっている。データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

92.010.62,66489.510.62,69184.49.62,55992.410.32,86292.610.12,979別府市

100.213.231,23798.413.031,66492.612.029,53899.512.632,16310012.432,996県

99.012.81,46395.312.61,46589.211.31,37796.912.01,52796.511.91,587別府市(男性)

102.115.617,43999.415.217,59893.714.116,46799.414.617,68910014.518,207県(男性)

86.78.81,20185.38.91,22681.48.21,18290.18.81,33590.88.71,392別府市(⼥性)

98.011.113,79897.011.014,06691.210.113,07199.710.714,47410010.614,789県(⼥性)

0－74歳合計

「地区統計情報ー⽣活習慣病の状況（厚
労省様式3-1〜7）」

出典指標１②
糖尿病有病率（５⽉診療分）

図表44

糖尿病有病率は、平成30年度以降、県の有病率より低く推移しており、令和4年度の有病率は、
県13.2％に対して、別府市は10.6％と2.6％低い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000117.711.684213.27097.1133別府市

-1009.97,37811.26,1526.21,226県
0.000129.017.248118.939312.188別府市(男性)

-10013.34,15214.83,4339.0719県(男性)
0.085109.68.13619.63163.945別府市(⼥性)

-1007.43,2268.52,7194.3507県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000116.611.673313.36196.8114別府市

-10010.06,95411.15,8126.51,142県
0.000121.315.839718.13349.563別府市(男性)

-10013.23,88014.63,2209.0660県(男性)
0.010115.28.833610.12855.151別府市(⼥性)

-1007.63,0748.62,5924.7482県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.060107.911.462913.15376.692別府市

-10010.66,41111.95,4246.7987県
0.246106.915.232017.12719.249別府市(男性)

-10014.33,65615.73,0519.8605県(男性)
0.017114.79.130910.52665.043別府市(⼥性)

-1007.92,7559.12,3734.4382県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.27895.49.955911.44705.889別府市

-10010.46,49111.75,4776.51,014県
0.868101.114.231816.42658.453別府市(男性)

-10014.23,73915.83,1269.3613県(男性)
0.22792.37.12418.22054.036別府市(⼥性)

-1007.72,7528.72,3514.5401県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.07892.59.852511.24366.189別府市

010010.66,48112.15,4766.51,005県
0.793101.714.630716.72539.154別府市(男性)

010014.53,74316.33,1269.3617県(男性)
0.02986.16.72187.61834.135別府市(⼥性)

01007.82,7389.02,3504.4388県(⼥性)

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標11①
特定健康診査受診者のうち、
HbA1c6.5以上の者の割合

図表45

令和4年度の65歳〜74歳のHbA1c6.5以上該当者割合は、男性16.7％と県16.3％より
0.4％⾼くなっている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

99.39.8525100.29.9559114.911.4629117.211.6733117.711.6842別府市

107.010.66,481104.610.46,491106.410.66,411100.310.06,954100.09.97,378県

110.414.6307107.414.2318113.715.2320119.515.8397129.017.2481別府市(男性)

108.614.53,743106.114.23,739106.614.33,65698.413.23,880100.013.34,152県(男性)

90.16.721894.97.1241121.59.1309118.28.8336109.68.1361別府市(⼥性)

104.37.82,738102.17.72,752105.47.92,755102.17.63,074100.07.43,226県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標11②
特定健康診査受診者のうち、
HbA1c6.5以上の者の割合

図表46

HbA1c6.5以上該当者割合は、平成30年度から令和2年度までは、県より⾼くなっていたが、令
和3年度以降県より低くなっていた。別府市の令和4年度のHbA1c6.5以上該当者標準化⽐は
99.3で県の標準化⽐107.0より7.7低くなっていた。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000141.91.71211.6861.935別府市

-1001.28821.26371.2245県
0.000172.73.1862.8593.727別府市(男性)

-1001.85541.73872.1167県(男性)
0.823105.40.8350.8270.78別府市(⼥性)

-1000.83280.82500.778県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.857102.71.2771.2571.220別府市

-1001.28281.15951.3233県
0.130123.92.2552.1392.416別府市(男性)

-1001.85211.73682.1153県(男性)
0.24776.60.6220.6180.44別府市(⼥性)

-1000.83070.82270.880県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.052124.11.6861.5611.825別府市

-1001.37651.25541.4211県
0.054131.52.5532.3373.016別府市(男性)

-1001.94901.83552.2135県(男性)
0.239124.81.0330.9241.19別府市(⼥性)

-1000.82750.81990.976県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.972101.21.2671.2481.219別府市

-1001.27241.15291.3195県
0.899103.31.8411.9301.711別府市(男性)

-1001.74611.73282.0133県(男性)
0.915104.10.8260.7180.98別府市(⼥性)

-1000.72630.72010.762県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.699105.81.2641.2471.217別府市

-1001.16891.15041.2185県
0.960102.21.8371.7261.911別府市(男性)

-1001.74461.73181.9128県(男性)
0.390120.40.8270.9210.76別府市(⼥性)

-1000.72430.71860.657県(⼥性)

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標12①
特定健康診査受診者のうち、
HbA1c8.0以上の者の割合

図表47

令和4年度では、40〜64歳⼥性のHbA1c8.0以上該当者割合は0.7％と県0.6％より0.1％
⾼く、65歳〜74歳の該当者割合は、全体、男⼥で県と同等または⾼くなっている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

101.21.264100.41.267133.21.686103.51.277141.91.7121別府市

96.01.168998.71.2724107.81.3765100.81.28281001.2882県

98.11.837102.11.841142.12.553123.32.255172.73.186別府市(男性)

97.11.744698.71.7461108.61.949099.61.85211001.8554県(男性)

111.30.827102.40.826130.51.03377.30.622105.40.835別府市(⼥性)

92.50.724397.60.7263105.30.8275101.40.83071000.8328県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー有所⾒者の状況（厚労
省様式5-2）_年齢階層別」

出典指標12②
特定健康診査受診者のうち、
HbA1c8.0以上の者の割合

図表48

特定健診受診者でHbA1c8.0以上該当者割合は、平成30年度以降、県と同等⼜は⾼くなって
おり、より値が悪い⼈が多い状況であった。
別府市の令和４年度のHbA1c8.0以上該当者標準化⽐は101.2で県の標準化⽐96.0より
5.2⾼く、年度によって増減はあるものの、常に県の標準化⽐より⾼い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.22395.582.173082.760979.1121別府市

-10085.86,64186.95,56580.51,076県
0.56497.183.342384.334479.079別府市(男性)

-10085.63,74186.63,10480.8637県(男性)
0.23593.380.630780.826579.242別府市(⼥性)

-10086.12,90087.32,46180.0439県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.30095.982.863582.953382.3102別府市

-10086.16,27387.15,26781.11,006県
0.60097.184.034784.529481.553別府市(男性)

-10086.33,52587.42,94781.1578県(男性)
0.36094.681.428881.023983.149別府市(⼥性)

-10085.82,74886.82,32081.2428県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.50097.183.155583.547180.884別府市

-10085.45,74686.24,86581.6881県
0.72497.883.328983.824380.746別府市(男性)

-10085.13,28286.02,75180.5531県(男性)
0.55696.382.926683.222880.938別府市(⼥性)

-10085.92,46486.32,11483.3350県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.68198.183.850185.142477.077別府市

-10085.45,84886.24,93081.4918県
0.55996.482.128483.523775.847別府市(男性)

-10085.23,38086.02,82381.6557県(男性)
0.992100.286.121787.418778.930別府市(⼥性)

-10085.72,46886.62,10781.1361県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.35095.681.345780.937683.581別府市

-10084.95,79185.64,89081.3901県
0.42795.180.727181.422377.448別府市(男性)

-10084.73,35485.62,80480.3550県(男性)
0.63396.382.318680.115394.333別府市(⼥性)

-10085.32,43785.72,08683.0351県(⼥性)

保険者データヘルス⽀援システム
⾃由作表

出典指標21①
特定健康診査受診者でHbA1c6.5％
以上の者のうち、糖尿病の治療を受けて
いる者の割合

図表49

令和4年度の65〜74歳の特定健康診査受診者でHbA1c6.5％以上の者のうち、糖尿病の治
療を受けている者の該当者割合は、全体、男⼥で県より低くなっている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

94.381.345797.283.850196.383.155596.082.863595.582.1730別府市

98.684.95,79199.285.45,84899.285.45,746100.286.16,27310085.86,641県

93.880.727195.682.128496.983.328997.684.034797.183.3423別府市(男性)

98.684.73,35499.385.23,38099.185.13,282100.786.33,52510085.63,741県(男性)

95.082.318699.586.121795.682.926695.681.428893.380.6307別府市(⼥性)

98.685.32,43799.285.72,46899.385.92,46499.385.82,74810086.12,900県(⼥性)

40－74歳合計

保険者データヘルス⽀援システム
⾃由作表

出典指標21②
特定健康診査受診者でHbA1c6.5％
以上の者のうち、糖尿病の治療を受けて
いる者の割合

図表50

特定健診受診者でHbA1c6.5％以上のうち糖尿病の治療を受けている者の該当者割合は、平
成30年度以降常に県の該当者割合より低く、令和4年度では、別府市は81.3％と県84.9％よ
り3.6％低い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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出典特定健康診査 問診の状況（⾷事）図表51

県と⽐較すると、男⼥ともに「⼈と⽐べて⾷べる速度が速い」「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」「週3回以上就寝前2
時間以内に⼣⾷をとる」と回答した割合が⾼かった。
平成30年度から令和4年度の経年でみると、「⼣⾷後に間⾷（3⾷以外の夜⾷）をとることが週に3回以上ある」が
1.2%増、「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」が1.4％増となっている。
「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」「⼈と⽐べて⾷べる速度が速い」と回答した割合は⼥性よりも男性の⽅が⾼い。
「⼈と⽐べて⾷べる速度が速い」と回答した者の割合は男性33.7％、⼥性25.9％、全体29.0％と、男性は県32.5％
より1.2％⾼く、全国30.8％より2.9％⾼い。⼥性は県25.7％より0.2％⾼く、全国23.7％より2.2％⾼い。全体は、
県28.6％より0.4％⾼く、全国26.8％より2.2％⾼い。
「朝⾷を抜くことが週に3回以上ある」と回答した者の割合は男性17.1％、⼥性11.1％、全体13.5％と、男性は県
11.7％より5.4％⾼く、全国13.2％より3.9％⾼い。⼥性は県7.8％より3.3％⾼く、全国8.1％より3.0％⾼い。全体
は、県9.4％より4.1％⾼く、全国10.4％より3.1％⾼い。
「週3回以上就寝前2時間以内に⼣⾷をとる」と回答した者の割合は男性20.2％、⼥性11.1％、全体14.7％と、男
性は県17.9％より2.3％⾼い。⼥性は県9.2％より1.9％⾼く、全国10.9％より0.2％⾼くなっている。全体は県
12.9％より1.8％⾼かった。

データ分析
の結果

78



P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000120.715.71,11713.671421.8403別府市

-10012.99,00811.35,82017.43,188県
0.001114.820.857218.136728.5205別府市(男性)

-10018.05,21215.53,34025.31,872県(男性)
0.000132.912.554510.834717.6198別府市(⼥性)

-1009.33,7968.32,48012.11,316県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000121.016.01,00513.763222.5373別府市

-10013.08,45911.55,58517.62,874県
0.000122.322.456119.435631.0205別府市(男性)

-10018.24,98116.13,31424.41,667県(男性)
0.000124.111.74449.927616.9168別府市(⼥性)

-1009.33,4788.12,27112.71,207県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000114.914.780312.249922.0304別府市

-10012.67,20211.14,76817.42,434県
0.015112.720.142316.526030.8163別府市(男性)

-10017.74,25515.62,84424.31,411県(男性)
0.000124.311.33809.523916.6141別府市(⼥性)

-1008.92,9477.81,92412.51,023県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000113.614.681812.149321.4325別府市

-10012.67,71110.94,97618.02,735県
0.003114.720.846017.327629.5184別府市(男性)

-10017.84,58815.42,97725.11,611県(男性)
0.004116.410.63588.821715.7141別府市(⼥性)

-1008.93,1237.61,99912.81,124県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000114.214.677511.644622.8329別府市

-10012.67,57610.74,80118.12,775県
0.023111.920.141816.023830.6180別府市(男性)

-10017.84,52015.42,89624.81,624県(男性)
0.000122.611.13578.820817.4149別府市(⼥性)

-1008.83,0567.41,90513.11,151県(⼥性)

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標22①
【栄養・⾷事】 週3回以上就寝前2時間
以内に⼣⾷をとる⼈の割合

図表52

平成30年度以降、週3回以上就寝前2時間以内に⼣⾷をとる⼈の該当者割合は、全体、男⼥すべ
てで各年代県の該当者割合を上回っている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

110.314.6775110.214.6818112.114.7803122.116.01,005120.715.71,117別府市

96.712.67,57697.112.67,71197.612.67,202101.113.08,45910012.99,008県

109.520.1418112.920.8460110.920.1423123.122.4561114.820.8572別府市(男性)

98.217.84,52098.817.84,58898.617.74,255101.218.24,98110018.05,212県(男性)

115.311.1357110.110.6358119.011.3380124.211.7444132.912.5545別府市(⼥性)

93.78.83,05694.08.93,12395.68.92,94799.89.33,4781009.33,796県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標22②
【栄養・⾷事】 週3回以上就寝前2時間
以内に⼣⾷をとる⼈の割合

図表53

週3回以上就寝2時間前に⼣⾷をとる⼈の該当者割合は、令和4年度で14.6％と県12.6％よ
り2.0％⾼く、平成30年度以降全体、男⼥すべてで常に県より⾼い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.093103.731.12,21229.71,56135.2651別府市

-10030.122,06328.915,66233.26,401県
0.486102.335.397133.267441.3297別府市(男性)

-10034.510,52132.67,41339.93,108県(男性)
0.034106.228.51,24127.588731.4354別府市(⼥性)

-10026.911,54226.38,24928.73,293県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.480101.730.41,90729.11,34833.8559別府市

-10029.820,42528.814,72133.05,704県
0.74798.833.784232.058838.4254別府市(男性)

-10033.99,80132.06,92339.92,878県(男性)
0.102105.228.21,06527.376030.7305別府市(⼥性)

-10026.910,62426.57,79828.02,826県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.336102.430.21,64928.71,17434.4475別府市

-10029.417,42028.312,66432.74,756県
0.94999.733.370030.648241.1218別府市(男性)

-10033.28,30031.35,93539.32,365県(男性)
0.067106.228.294927.569230.3257別府市(⼥性)

-10026.69,12026.26,72928.12,391県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.115104.030.01,67528.91,17632.8499別府市

-10028.817,58227.612,65932.34,923県
0.998100.132.772531.149536.9230別府市(男性)

-10032.58,37530.55,89238.62,483県(男性)
0.014108.428.295027.568129.9269別府市(⼥性)

-10026.19,20725.56,76727.72,440県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.393102.229.11,54227.51,06033.4482別府市

-10028.417,05527.012,07732.54,978県
0.251104.533.970331.046141.2242別府市(男性)

-10032.28,18729.65,57939.92,608県(男性)
0.610101.826.083925.359928.0240別府市(⼥性)

-10025.68,86825.26,49827.02,370県(⼥性)

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標24①
【栄養・⾷事】 ⼈と⽐べて⾷べる速度が
速い⼈の割合

図表54

令和4年度の⼈と⽐べて⾷べる速度が速い⼈の該当者割合は、全体、男⼥すべてで各年代県の
該当者割合を上回っている。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

96.929.11,54299.930.01,675100.730.21,649101.230.41,907103.731.12,212別府市

94.828.417,05596.128.817,58298.329.417,42099.629.820,42510030.122,063県

97.833.970394.632.772596.633.370097.433.7842102.335.3971別府市(男性)

93.532.28,18794.532.58,37596.833.28,30098.633.99,80110034.510,521県(男性)

97.426.0839105.628.2950105.728.2949105.228.21,065106.228.51,241別府市(⼥性)

95.825.68,86897.526.19,20799.626.69,120100.126.910,62410026.911,542県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標24②
【栄養・⾷事】 ⼈と⽐べて⾷べる速度が
速い⼈の割合

図表55

⼈と⽐べて⾷べる速度が速い⼈の該当者割合は、平成30年度以降常に県より⾼く、令和4年度
は29.1％と県28.4％より、0.7％⾼い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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男性（令和4年度） ⼥性（令和4年度）
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質問票の状況（経年推移）
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-1.241.24142.643.142.4全体
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運動あり

046.145.548.246.046.1男性

-2.137.938.039.141.240.0⼥性

0.849.648.949.549.248.8全体

1⽇1時間
以上

運動あり
0.249.549.550.648.649.3男性

1.349.748.548.949.748.4⼥性

-1.352.552.553.354.053.8全体

歩⾏速度
速い -0.154.354.354.254.454.4男性

-2.251.251.452.853.753.4⼥性
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(％)

KDB_S21_007_質問票調査の状況【平
成30年度〜令和4年度】

出典特定健康診査 問診の状況（運動）図表56

運動習慣の質問票回答のうち、平成30年度から令和4年度の経年で増減が⼤きい項⽬は、⼥
性の「ほぼ同じ年齢の同性と⽐較して歩く速度が速い」が2.2%減、⼥性の「1回30分以上の軽く
汗をかく運動を週2⽇以上、1年以上実施」が2.1%減となっている。
「⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を1⽇1時間以上実施」と回答した者の割合は男
性49.5％、⼥性49.7％、全体49.6％と、男性は県58.5％より9.0％低く、全国51.3％より
1.8％低い。⼥性は県59.8％より10.1％低く、全国52.6％より2.9％低い。全体は、県59.3％
より9.7％低く、全国52.0％より2.4％低い。

データ分析
の結果
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00080.448.83,47350.42,65444.3819別府市

-10060.744,53162.033,57256.910,959県
0.00081.849.31,35750.91,03644.6321別府市(男性)

-10060.118,33461.213,90256.94,432県(男性)
0.00079.448.62,11650.11,61844.1498別府市(⼥性)

-10061.126,19762.619,67056.96,527県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00082.049.33,10150.52,34245.8759別府市

-10060.041,10460.931,17157.49,933県
0.00081.948.61,21849.992045.0298別府市(男性)

-10059.317,11760.113,02456.74,093県(男性)
0.00081.949.71,88350.91,42246.4461別府市(⼥性)

-10060.623,98761.518,14757.95,840県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00082.549.62,71251.32,10144.3611別府市

-10060.035,56261.127,30556.78,257県
0.00085.550.81,06853.283743.6231別府市(男性)

-10059.314,82360.411,46655.73,357県(男性)
0.00080.548.81,64450.21,26444.8380別府市(⼥性)

-10060.620,73961.615,83957.54,900県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00082.149.02,73949.92,02746.7712別府市

-10059.636,43160.527,72557.08,706県
0.00084.049.51,09750.780646.6291別府市(男性)

-10058.915,19559.611,52357.03,672県(男性)
0.00080.948.71,64249.31,22146.8421別府市(⼥性)

-10060.121,23661.216,20257.05,034県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.00082.749.62,62951.61,98844.4641別府市

-10060.035,99560.727,13257.98,863県
0.00083.749.51,02751.075945.6268別府市(男性)

-10059.014,99359.411,21757.73,776県(男性)
0.00081.949.71,60251.91,22943.6373別府市(⼥性)

-10060.721,00261.615,91558.05,087県(⼥性)

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標25①
【運動】 ⽇常⽣活において歩⾏⼜は同
等の⾝体活動を1⽇1時間以上実施す
る⼈の割合

図表57

⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を1⽇1時間以上実施する⼈の該当者割合は、平
成30年度以降、全体、男⼥すべてで各年代常に県より低い。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

81.549.62,62980.449.02,73981.349.62,71281.049.33,10180.448.83,473別府市

98.560.035,99597.859.636,43198.560.035,56298.760.041,10410060.744,531県

82.049.51,02782.149.51,09784.050.81,06880.748.61,21881.849.31,357別府市(男性)

97.759.014,99397.658.915,19598.259.314,82398.459.317,11710060.118,334県(男性)

81.149.71,60279.448.71,64279.648.81,64481.149.71,88379.448.62,116別府市(⼥性)

99.060.721,00298.160.121,23698.860.620,73999.060.623,98710061.126,197県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標25②
【運動】 ⽇常⽣活において歩⾏⼜は同
等の⾝体活動を1⽇1時間以上実施す
る⼈の割合

図表58

⽇常⽣活において歩⾏⼜は同等の⾝体活動を1⽇1時間以上実施する⼈の該当者割合は、平
成30年度以降、常に県より低く、令和4年度は49.6％と県60.0％より、10.4％低い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.82099.642.53,02246.62,45530.7567別府市

-10042.531,30446.825,43830.35,866県
0.582101.646.21,27250.51,02833.9244別府市(男性)

-10045.413,89549.611,31832.92,577県(男性)
0.61998.840.11,75044.21,42728.6323別府市(⼥性)

-10040.517,40944.814,12028.63,289県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.389101.743.22,71646.82,17132.9545別府市

-10042.429,18646.423,86230.65,324県
0.405102.546.11,15450.192434.7230別府市(男性)

-10045.013,07249.110,68033.02,392県(男性)
0.553101.541.21,56244.61,24731.7315別府市(⼥性)

-10040.516,11444.513,18229.02,932県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.935100.242.72,33646.21,89232.2444別府市

-10042.525,18146.420,71630.74,465県
0.165104.548.31,01752.682835.7189別府市(男性)

-10046.311,57650.29,51734.22,059県(男性)
0.49298.139.21,31942.21,06430.1255別府市(⼥性)

-10039.813,60543.611,19928.22,406県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.45498.441.32,30645.41,84630.2460別府市

-10042.025,69245.821,00030.74,692県
0.835100.745.71,01350.279834.5215別府市(男性)

-10045.711,79749.59,58134.42,216県(男性)
0.38097.638.31,29342.31,04827.3245別府市(⼥性)

-10039.313,89543.111,41928.12,476県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.34898.041.22,18245.11,73830.7444別府市

-100.042.125,26845.720,44031.54,828県
0.564101.946.396250.374836.4214別府市(男性)

-100.045.611,59449.39,30535.02,289県(男性)
0.15195.937.91,22041.899026.9230別府市(⼥性)

-100.039.513,67443.111,13529.02,539県(⼥性)

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標26①
【運動】 1回30分以上、週2⽇以上、1
年以上運動を実施している⼈の割合

図表59

令和4年度の1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2⽇以上、1年以上実施している⼈の該当者
割合は全体でみると各年代県より低くなっており、特に⼥性の該当者割合が低かった。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

96.341.22,18296.541.32,30699.142.72,336100.843.22,71699.642.53,022別府市

98.142.125,26897.842.025,69298.842.525,18199.142.429,186100.042.531,304県

102.046.3962100.745.71,013105.448.31,017101.246.11,154101.646.21,272別府市(男性)

99.845.611,59499.845.711,797100.846.311,57698.845.013,072100.045.413,895県(男性)

92.937.91,22094.038.31,29395.539.21,319101.041.21,56298.840.11,750別府市(⼥性)

96.739.513,67496.139.313,89597.039.813,60599.340.516,114100.040.517,409県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標26②
【運動】 1回30分以上、週2⽇以上、1
年以上運動を実施している⼈の割合

図表60

1回30分以上の軽く汗をかく運動を週2⽇以上、1年以上実施している⼈の該当者割合は、平成
30年度42.5％で県と同等であったが、令和4年度は41.2％と減少しており、県42.1％より低く
なっている。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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出典特定健康診査 問診の状況（喫煙、飲
酒、睡眠）

図表61

「現在、たばこを習慣的に吸っている」と回答した者の割合は男性24.1％、⼥性7.3％、全体13.9％と男性は県
21.7％より2.4％⾼く、全国23.6％より0.5％⾼い。⼥性は県4.4％より2.9％⾼く、全国6.0％より1.3％⾼い。全体
は、県11.7％より2.2％⾼く、全国13.8％より0.1％⾼い。
「お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度_毎⽇」と回答した⼥性の割合は13.5％と県10.1％より3.4％⾼
く、全国12.0％と⽐較して1.5％⾼い。全体で⾒ると、24.8％と県24.0％より0.8％⾼い。
「飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量_3合以上」と回答した者の割合は男性5.5％、⼥性2.3％、全体4.0％と男性は県
3.5％より2.0％⾼く、全国4.7％より0.8％⾼い。⼥性は県0.7％より1.6％⾼く、全国0.9％より1.4％⾼い。全体は、
県2.1％より1.9％⾼く、全国2.8％より1.2％⾼い。
「睡眠で休養が⼗分とれている_いいえ」と回答した者の割合は男性24.6％、⼥性29.2％、全体27.4％と男性は県
21.1％より3.5％⾼く、全国23.7％より0.9％⾼く、⼥性は県25.4％より3.8％⾼く、全国27.1％より2.1％⾼い。全
体は、県23.6％より3.8％⾼く、全国25.6％より1.8％⾼い。
その他の問診回答のうち、経年での増減が⼤きい項⽬は、⼥性の「お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度
_毎⽇」が2.0%増と変化が⼤きくなっている。
男性の「飲酒⽇の１⽇当たりの飲酒量_3合以上」「お酒（清酒、焼酎、ビール、洋酒など）を飲む頻度_毎⽇」「現在、
たばこを習慣的に吸っている」と回答した割合は男性が⼥性を⼤きく上回っている。

データ分析
の結果
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P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000121.114.41,04612.365820.6388別府市

-10011.98,92010.05,52017.33,400県
0.013110.024.869522.045632.8239別府市(男性)

-10022.67,05119.64,54831.42,503県(男性)
0.000182.97.93516.120212.9149別府市(⼥性)

-1004.31,8693.09727.7897県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R1年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000120.214.592012.055821.7362別府市

-10012.08,3489.95,18318.03,165県
0.021109.825.062721.740234.0225別府市(男性)

-10022.66,66919.54,31332.02,356県(男性)
0.000179.87.72935.515613.7137別府市(⼥性)

-1004.21,6792.98707.9809県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000116.913.574311.145720.7286別府市

-10011.56,9239.54,33717.52,586県
0.215105.922.748019.731231.7168別府市(男性)

-10021.45,46418.53,58630.51,878県(男性)
0.000181.97.82635.714513.8118別府市(⼥性)

-1004.21,4592.97518.2708県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000116.914.079311.648020.3313別府市

-10011.87,3389.64,48018.42,858県
0.047109.024.154020.633332.9207別府市(男性)

-10021.85,74318.63,68631.32,057県(男性)
0.000160.97.42535.914711.6106別府市(⼥性)

-1004.41,5952.97948.9801県(⼥性)

P値標準化
該当⽐

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.000116.213.874211.444620.4296別府市

-10011.87,1699.64,35718.12,812県
0.055109.123.950420.531132.6193別府市(男性)

-10021.85,63018.73,58630.82,044県(男性)
0.000162.47.32385.613512.0103別府市(⼥性)

-1004.41,5392.97718.7768県(⼥性)

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標27①
【喫煙】 たばこを習慣的に吸っている⼈の
割合

図表62

平成30年度以降、たばこを習慣的に吸っている⼈の該当者割合は、全体、男⼥すべてで各年代
県より⾼かった。

データ分析
の結果
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R4R3R2R1H30
全体

標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数標準化

⽐割合⼈数標準化
⽐割合⼈数

115.613.8742116.814.0793114.313.5743122.114.5920121.114.41,046別府市

99.311.87,16999.711.87,33897.811.56,923101.512.08,34810011.98,920県

106.323.9504106.824.1540102.122.7480110.825.0627110.024.8695別府市(男性)

97.521.85,63097.821.85,74396.521.45,464100.922.66,66910022.67,051県(男性)

166.87.3238168.27.4253181.77.8263179.17.7293182.97.9351別府市(⼥性)

102.74.41,539104.44.41,59599.84.21,45999.44.21,6791004.31,869県(⼥性)

40－74歳合計

「地区統計情報ー質問票調査の状況（年
齢階層別）」

出典指標27②
【喫煙】 たばこを習慣的に吸っている⼈の
割合

図表63

たばこを習慣的に吸っている⼈の該当者割合は、平成30年度以降、常に県より⾼く、令和4年度
は13.8％と県11.8％より、2.0％⾼い。

データ分析
の結果

※標準化⽐︓平成30年度の県の割合を100とした場合の標準化⽐
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B
健診受診者
5,525⼈
(37.6%)

F
健診未受診者

9,162⼈
(62.4%)

D
Cのうち

⽣活習慣病有

C
健診受診かつ

医療受診

E
健診受診かつ
医療未受診

割合⼈数
（⼈）割合⼈数

（⼈）

35.0％
（C/A）56,06434.3％

（C/A）5,043

別府市

KDB_保健事業介⼊⽀援管理_医療機関
受診と健診受診の関係表

出典健診・レセプトの突合分析図表64

(C)健診受診者のうち医療受診がある⼈は5,043⼈・34.3％いる。
(G)健診未受診かつ医療機関での医療受診がある⼈は7,015⼈・47.8％いる。そのうち、(H)⽣
活習慣病がある⼈は4,364⼈で、健診未受診かつ医療受診がある⼈のうち62.2％であった。
(I)診未受診かつ医療機関での医療未受診の⼈（健康状態不明者）は2,147名・14.6％で、
県22,167⼈・13.8％と⽐較して0.8％⾼い。

データ分析の
結果

I
健診未受診かつ

医療未受診

G
健診未受診かつ

医療受診

H
Gのうち

⽣活習慣病有

71.9%
（D/C）40,33469.2％

（D/C）3,488

3.8%
（E/A）6,0323.3％

(E/A)482

47.4%
（G/A）76,00047.8％

（G/A）7,015

67.3％
（H/G）51,14262.2％

（H/G）4,364

13.8%
（I/A）22,16714.6％

（I/A）2,147

⼤分県

A
健診対象者
14,687⼈
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介護給付費（経年推移）

（億円）

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

110

120

0

38.6

72.3

H30

38.7

R1

39.2

79.8

R2

39.2

79.0

R3

39.1

79.9

R4

110.9
114.9

119.1 118.3 119.1

76.3

居宅給付費 施設給付費

1⼈当たり介護給付費（令和4年度）

17,067

8,359

16,334

8,522

15,157

8,570

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

居宅1⼈当たり介護給付費 施設1⼈当たり介護給付費

別府市
県
全国

（円）

１⼈当たり介護給付費（経年推移）

15,752

8,415

16,613

8,425

17,396 17,219

8,545 8,359

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

居宅1⼈当たり介護給付費 施設1⼈当たり介護給付費

17,067

8,546

H30
R1
R2

R3
R4

（円）

KDB_S29_003_健康スコアリング（介
護）【平成30年度〜令和4年度】

出典介護給付費の状況図表65

介護給付費は令和4年度で約119.1億円と増加傾向となっており、居宅と施設の割合はおよそ
2︓1となっている。1⼈当たり介護給付費は居宅では県、全国と⽐較して⾼く、施設では県、全国
より低くなっている。

データ分析
の結果

（年度）
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介護度別認定者割合（経年推移）

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

14.9%
(1,013⼈)

13.9%
(943⼈)

17.6%
(1,192⼈)

24.7%
(1,672⼈)

9.5%
(647⼈)
8.9%

(604⼈)

H30

10.8%
(742⼈)

14.9%
(1,023⼈)

14.1%
(969⼈)

17.6%
(1,208⼈)

24.7%
(1,695⼈)

9.9%
(680⼈)
8.0%

(549⼈)
R1

10.3%
(723⼈)

14.6%
(1,031⼈)

14.4%
(1,013⼈)

18.4%
(1,295⼈)

26.0%
(1,831⼈)

8.3%
(585⼈)
8.1%

(572⼈)
R2

10.5%
(758⼈)

15.2%
(1,096⼈)

13.7%
(987⼈)

17.9%
(1,293⼈)

26.0%
(1,878⼈)

9.1%
(659⼈)
7.6%

(546⼈)

10.4%
(706⼈)

10.3%
(753⼈)

14.8%
(1,086⼈)

13.4%
(987⼈)

18.2%
(1,337⼈)

25.6%
(1,878⼈)

9.4%
(690⼈)

R3 R4

6,777⼈ 6,866⼈ 7,050⼈ 7,217⼈ 7,344⼈

8.3%
(613⼈)

17.2 17.5 17.8
18.5 18.4

19.3 19.6 20.0
19.6 19.9 20.3

0

5
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25

19.0
19.2

H30 R1 R2 R3

19.2
19.4

R4

別府市
県
全国

要介護５
要介護４
要介護３
要介護２
要介護１
要⽀援２
要⽀援１

0.3 0.3

0.3 0.3 0.3 0.3 0.3

0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.4

H30

0.4

R1

0.3

R2 R3 R4

別府市
県
全国

（％）

1号認定率 2号認定率 新規認定率

0.2 0.2 0.2

0.3

0.3 0.3 0.30.3 0.3

0.3
0.3

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.3

H30

0.2

R1

0.3

R2 R3

0.3

R4

別府市
県
全国

（％）

（％）

（％）

（年度） （年度） （年度）

（年度）

介護認定率︓KDB_S21_001(地域の
全体像の把握）/介護度別認定率︓
KDB_S24_001(要介護（⽀援）者認
定状況）

出典介護認定率、介護度別認定者数割合図表66

1号認定率は18.4%で、県19.2%、全国19.4%と⽐較して低い。介護認定者は7,344⼈で
増加傾向であった。

データ分析
の結果
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有病状況（令和4年度）

22.2

54.4

32.0

61.4

11.5

54.8

43.1

32.4

58.4

43.3

30.8
25.124.3

53.3

32.6

60.3

22.6

11.8

53.4

24.0

0

10

20

30

40

50

60

70

糖尿病 ⾼⾎圧症 脂質異常症 ⼼臓病 脳疾患 がん 筋・⾻格 精神 認知症 アルツハ
イマー病

23.3

58.1

33.8

65.4

25.8 24.0

11.5

36.8

26.7

18.1

別府市 県 全国（%）

レセプト1件当たり医療費（令和4年度）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

103,990

47,430

別府市

96,860

45,610

県

86,100

40,200

全国

認定あり 認定なし
（円）

99,240

44,900

100,170

101,690

47,220
47,600

103,990

47,430

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

認定あり 認定なし

104,730

46,210

H30 R1 R2 R3 R4

レセプト1件当たり医療費（経年推移）

（円）

※有病状況「⼼臓病」は、「傷病関連コード⼀覧」の「５．レセプト表記区分の設定条件⼀覧」の「レセ表記_⼼臓病」を満たすレセプト（I01︓⼼臓併発
症を伴うリウマチ熱〜I020︓⼼臓併発症を伴うリウマチ性舞踏病、I05〜I09︓慢性リウマチ性⼼疾患、I10〜I15︓⾼⾎圧性疾患、I20〜I25︓虚
⾎性⼼疾患、I27︓その他の肺性⼼疾患、I30〜I52︓その他の型の⼼疾患）を集計していることから、⾼⾎圧性疾患が含まれている。

KDB_S21_001_地域の全体像の把握
【平成30年度〜令和4年度】

出典要介護認定者の状況図表67

介護認定者の有病状況は「⼼臓病」61.4%、「筋・⾻格」54.8％、「⾼⾎圧症」54.4%、「精
神」43.1%の順で⾼くなっている。
レセプト1件当たりの医療費は、「認定あり」が103,990円、「認定なし」が47,430円と2倍以上の
差があった。

データ分析
の結果
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要介護認定者の原因疾患別⼈数
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認知症
（⾎管
性）
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⾼⾎圧
疾患

腎疾患 精神
疾患

その他

279

249 246

脳⾎管
疾患

125
137 174

46

372

486

414

39

250

45
54

307 348

476

114

⼼疾患

147
124

764

236

R2 R3 R4（⼈）

介護保険課集計データ出典要介護認定者の原因疾患別⼈数図表68

要介護新規認定者の原因疾患別⼈数は、令和4年度で「⾼⾎圧疾患」492⼈、「関節疾患」
491⼈、「認知症（⽼⼈性）」431⼈の順に多かった。また「⾼⾎圧疾患」「脳⾎管疾患」「⼼疾
患」の⽣活習慣病関連が原因疾患となっている⼈が増加傾向にある。

データ分析
の結果

R4R3R2
1,826⼈1,060⼈1,606⼈要介護認定新規認定者
診断数
（⼈）

診断数
（⼈）

診断数
（⼈）診断名

305279281脳⾎管疾患
343297249⼼疾患
337236246悪性新⽣物
174137125呼吸器疾患
424630関節リウマチ
491419372関節疾患
431414486認知症（⽼⼈性）
17818認知症（⾎管性）
464639パーキンソン
236250216糖尿病
544541視覚・聴覚障害
348307313⾻折・転倒
492476411⾼⾎圧疾患
1149998腎疾患
124147124精神疾患
764493448その他
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(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
H30年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.1140.190.15別府市
0.11930.11150.178県
0.1110.170.14別府市(男性)
0.11380.1840.154県(男性)
0.030.020.01別府市(⼥性)
0.0550.0310.124県(⼥性)

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R１年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.090.170.02別府市
0.11940.11200.174県
0.150.130.12別府市(男性)
0.11360.1820.154県(男性)
0.040.140.00別府市(⼥性)
0.1580.1380.020県(⼥性)

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R2年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.1210.1120.19別府市
0.12270.11420.185県
0.2140.170.27別府市(男性)
0.21750.21070.268県(男性)
0.170.150.12別府市(⼥性)
0.0520.1350.017県(⼥性)

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R3年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.1220.1150.17別府市
0.12000.11410.159県
0.2150.2100.15別府市(男性)
0.21450.21020.143県(男性)
0.170.150.12別府市(⼥性)
0.1550.1390.016県(⼥性)

(合計) 40〜74歳65 〜74歳40〜64歳
R4年度

割合⼈数割合⼈数割合⼈数
0.1190.1120.17別府市
0.12160.11430.173県
0.2150.2100.15別府市(男性)
0.21450.2940.251県(男性)
0.040.020.12別府市(⼥性)
0.1710.1490.122県(⼥性)

「保健指導⽀援 新・とよ助 - 厚労省様式
４検索 - 様式4-2 新規透析患者と健
診・保健指導の関係」

出典指標５
新規⼈⼯透析患者数

図表69

新規⼈⼯透析患者数は平成30年度以降増減はあるものの平成30年度14⼈であったのに対し
て、令和4年度は19⼈と増加傾向である。

データ分析
の結果
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患者千⼈当たり透析患者数（経年推移）新規透析患者数（経年推移）
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KDB_ S23_001_医療費分析(1)細⼩
分類【平成30年度〜令和4年度】

出典⼈⼯透析患者数①図表70

新規⼈⼯透析患者数は平成30年度以降増減はあるものの平成30年度14⼈であったのに対し
て、令和4年度は19⼈と増加傾向である。
※（H30︓14⼈ R1︓9⼈ R2︓21⼈ R3︓22⼈ R4︓19⼈）
患者千⼈当たり透析患者数は、ほぼ横ばい傾向で県より低く推移しているが、令和4年度7.9⼈
と全国の6.4⼈よりも1.3⼈多くなっている。
1件当たり医療費は経年でおおむね横ばいとなっているが、県、全国より⾼くなっている。

データ分析
の結果

（年度） （年度）

（年度）（年度）
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⼈⼯透析患者の他疾病の有病状況

性年齢階層別 ⼈⼯透析患者割合の⽐較

R4（n=97）H30（n=91)
割合(％)⼈数(⼈)割合(％)⼈数(⼈)

93.89187.980⾼⾎圧症
58.85750.546糖尿病
57.75653.849脂質異常症
42.34140.737虚⾎性⼼疾患
47.44646.242⾼尿酸⾎症
27.82735.232脳⾎管疾患
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厚⽣労働省様式（様式3-7）⼈⼯透析
のレセプト分析【平成30年度・令和4年度
（各年度作成年⽉1⽉分使⽤）】

出典⼈⼯透析患者数②図表71

令和4年度の⼈⼯透析患者の他疾病有病状況は、「⾼⾎圧症」93.8%、「糖尿病」58.8%、
「脂質異常症」57.7%と基礎疾病が⾼い割合となっている。年齢階層別の⼈⼯透析患者割合は、
男性は、55ｰ59歳、65-69歳、⼥性は55-59歳がピークとなっている。

データ分析
の結果

（歳） （歳）

（歳） （歳）
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KDB_S23_005_疾病別医療費分析
（細⼩（82）分類）【平成30年度〜令
和4年度】

出典がん医療費 悪性新⽣物種類別図表72

悪性新⽣物の種類別医療費は「肺がん」「乳がん」「⼤腸がん」の順に⾼くなっている。「肺がん」の
医療費は令和2年度以降減少傾向にあり、「乳がん」「前⽴腺がん」は増加傾向にある。

データ分析
の結果
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e-Stat_地域保健・健康増進事業報告 / 
地域保健・健康増進事業報告（地域保健・
⽼⼈保健事業報告） / 地域保健・健康増
進事業報告 健康増進編 第２章 市区町
村表（平成30年度〜令和3年度）

出典がん検診受診率 経年推移
※令和4年度は速報値（別府市のみ）

図表73

令和3年度では、「肺がん」「胃がん」「⼤腸がん」が県、全国より低い状況である。特に「胃がん」
「⼤腸がん」は、平成30年度以降減少傾向にある。「乳がん」「⼦宮頸がん」は県、全国より受診
率が⾼く、特に「乳がん」は平成30年度以降増加傾向にある。

データ分析
の結果

（年度） （年度）

（年度） （年度）

（年度）
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